
目
的「人

間
の
あ
す

4

4

へ
の
ま
ち
」

基
本
構
想
に
示
さ
れ
た
目
標
を
実
現
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
ま
す
。

性
格こ

の
計
画
は
、
市
が
市
民
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま

な
推
進
主
体
と
の
協
働
に
よ
り
推
進
す
る
施
策
に

つ
い
て
、
基
本
的
な
考
え
方
、
体
系
、
主
要
事
業

の
目
標
や
実
施
時
期
な
ど
の
内
容
を
定
め
ま
す
。

目
標
年
次

お
お
む
ね
平
成
34（
２
０
２
２
）年
度
と
し
ま
す
。

た
だ
し
、
計
画
期
間
を
４
年
ご
と
の
３
期（
前

期
・
中
期
・
後
期
）に
分
け
、
見
直
し（
ロ
ー
リ
ン

グ
）を
規
定
し
て
い
ま
す
。
※
平
成
27（
２
０
１
５
）

年
度
：
調
整
期
間（
下
表
参
照
）

計
画
人
口

お
お
む
ね
18
万
人
と
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
続
い
て
き
た
人
口
増
加
を
前
提
と
し

た
計
画
と
す
る
の
で
は
な
く
、
将
来
、
確
実
に
訪

れ
る
人
口
減
少
時
代
を
見
据
え
、
着
実
な
計
画
行

政
を
推
進
す
る
た
め
、「
計
画
人
口
」を
定
め
、地
域

経
済
の
発
展
と
環
境
と
の
調
和
の
と
れ
た
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
都
市
を
基
調
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

今号の紙面から

３
月
末
に『
第
４
次
三
鷹
市
基
本
計
画（
第
１
次
改
定
）』を
確
定
し
ま
し

た
。
基
本
計
画
は
、
市
長
の
任
期
と
の
連
動
を
図
る
と
と
も
に
、
社
会
経

済
状
況
の
変
化
や
国
の
制
度
変
更
へ
の
対
応
な
ど
を
踏
ま
え
て
４
年
ご
と

に
見
直
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、『
三
鷹
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
』及
び『
三
鷹
市
の
教
育
に
関
す
る
大
綱
』の
ほ
か
、

16
の
個
別
計
画
の
策
定
・
改
定
を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、
行
政
計
画
の
基

本
と
し
て
市
政
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す『
三
鷹
市
基
本
構
想
』が
目
標
年

次
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
目
標
人
口
や
目
標
年
次
な
ど
に
つ
い
て
変
更
す

る
議
案
を
平
成
27（
２
０
１
5
）年
12
月
の
市
議
会
に
提
出
し
、
満
場
一
致

で
可
決
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
基
本
構
想
の
基
本
理
念
と
し

て
位
置
付
け
て
き
た「
平
和
の
希
求
」「
人
権
の
尊
重
」「
自
治
の
実
現
」に
つ

い
て
は
、引
き
続
き
市
民
の
皆
様
と
共
有
す
る
市
政
の
理
念
と
し
て
継
承
し
、

協
働
に
よ
る
高
環
境
・
高
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

第
１
次
改
定
で
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
最
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

「
都
市
再
生
」と「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
生
」の
２
つ
を
位
置
付
け
、
こ
れ
ら
を

支
え
る
政
策
の
基
礎
と
し
て
は「
参
加
と
協
働
」「
危
機
管
理
」「
行
財
政
改

革
」の
３
つ
を
位
置
付
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
新
川
防
災
公
園
・
多
機
能

複
合
施
設（
仮
称
）」の
正
式
名
称
を「
三
鷹
中
央
防
災
公
園
・
元
気
創
造
プ

ラ
ザ
」と
し
て
、
そ
の
整
備
事
業
の
推
進
を
含
め
、
計
画
に
位
置
付
け
た

主
要
課
題
に
つ
い
て
着
実
に
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

計
画
改
定
に
あ
た
っ
て
は
、
多
様
化
し
変
化
す
る
市
民
の
皆
様
の
ニ
ー

ズ
を
可
能
な
限
り
反
映
す
る
た
め
に
、
多
元
的
で
多
層
的
な
市
民
参
加
の

機
会
を
重
ね
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
市
長
が
住
民
基
本
台
帳
か
ら
無
作
為

で
参
加
を
お
願
い
し
た
約
80
名
の
市
民
の
皆
様
に
、
三
鷹
の
ま
ち
づ
く
り

の
課
題
や
方
向
性
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
た
だ
く「
み
た
か
ま
ち
づ
く

り
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」の
実
施
、
市
民
会
議
・
審
議
会
で
の
検
討
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
住
区
ご
と
の「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」の
開
催
、
骨
格
案
に
対
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
素
案
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
、
商

工
ま
つ
り
や
農
業
祭
等
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
三
鷹
市
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
シ
ー
ル
投
票
を
し
て
い
た
だ
く「
ま
ち
づ
く
り
ひ
ろ
ば
」、
ま
ち
歩
き
を

通
し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
活
用
し
て
市
の
魅
力
の
再
発
見
を
行
う

「
さ
ん
ポ
キ
」を
実
施
し
、
延
べ
７
，６
６
６
人
の
市
民
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
ご
意
見
を
、
可
能
な
限
り
計
画
に
反
映
す
る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
平
成
28（
２
０
１
６
）年
度
を
基
本
計
画（
第
１
次
改
定
）の
実
質

的
な「
実
行
元
年
」と
し
て
、
市
民
の
皆
様
、
関
係
団
体
等
の
皆
様
と
の
協

働
に
よ
る「
都
市
再
生
」と「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
生
」の
取
り
組
み
を
更
に
充

実
さ
せ
、
多
世
代
交
流
と
多
職
種
連
携
を
活
性
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

市
民
の
皆
様
の
心
身
共
の
健
康
増
進
と
総
合
的
な
福
祉
の
充
実
を
図
り
、

「
元
気
創
造
都
市
・
三
鷹
」の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

総論 計画改定の前提	 1面

最重点プロジェクト・各論など	 2〜7面

コミュニティ住区を基礎とした整備	 8・9面

個別計画	 10〜13面

計画改定の経緯、市民参加	 14・15面

人口ビジョン・総合戦略、教育大綱	 16面

号   外   平成28年   2016.4.24
第4次基本計画（第1次改定）・
個別計画特集号

総
論

計
画
改
定
の
前
提第4次基本計画の期間と第1次改定の対象とする期間

平成 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34

○ ○ ○
第4次基本計画（第1次改定）

前 期 中 期 後 期

三鷹市長

市
で
は
、
平
成
24
年
3
月
に
策
定
し
た「
第
4
次
三
鷹
市
基
本
計
画
」の
前
期
4
年
間

の
計
画
期
間
を
満
了
し
た
こ
と
か
ら
、
同
計
画
の
第
１
次
改
定
を
行
い
ま
し
た
。

市
は
、第
４
次
基
本
計
画
の
第
１
次
改
定
に
当
た
り
、平
成
27
年
9
月
に
ま
と
め
た「
骨

格
案
」に
対
し
て
、
多
元
的
・
多
層
的
な
市
民
参
加
の
機
会
を
設
け
、
多
く
の
み
な
さ
ん

か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
て
、平
成
27
年
12
月
に「
素

案
」を
ま
と
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経
て
、
第
4
次
基
本
計
画（
第
1
次
改
定
）を

３
月
末
に
確
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
に
16
件
の
個
別
計
画
も
策
定
・
改
定
を
行
い

ま
し
た
。
今
号
で
は
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

企
画
経
営
課
☎
２
１
１
２

※「
第
4
次
基
本
計
画（
第
1
次
改
定
）」の
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
相
談
・
情
報
セ
ン
タ
ー（
市

役
所
２
階
）、
市
政
窓
口
、
市
民
協
働
セ
ン
タ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

第
４
次
三
鷹
市
基
本
計
画

（
第
１
次
改
定
）を
確
定

─
多
世
代
交
流
と
多
職
種
連
携
に
よ
る「
元
気
創
造
都
市
」を
目
指
し
て

広報 ©2001
スタジオジブリ

○は市長選挙

市
民
の
皆
様
と
の
協
働
に
よ
る

「
元
気
創
造
都
市
・
三
鷹
」の
推
進
を

第4次基本計画（第1次改定）の特徴
◇市長の任期と連動を図り、改定作業を進めるとともに、自治基本条例に
基づき個別計画についても、法令などの定めがあるものを除き、基本構想、
基本計画と整合、連動するよう同時に策定・改定を進めました。

◇多元的・多層的な市民参加方式を採用しました（14・15面参照）。
◇最重点プロジェクトは、引き続き「都市再生」「コミュニティ創生」とし、
これらを支える政策の基礎として「参加と協働」「行財政改革」に加えて
「危機管理」を位置付けました。

三鷹市基本構想を一部変更しました
変更の趣旨
市の行政計画の基本として市政の将来ビジョンを示す「三鷹市基

本構想」が目標年次を迎えたため、その一部を変更する議案を平成
27年12月の市議会に提出し、満場一致で可決されました。基本構
想の基本理念である「平和の希求」「人権の尊重」「自治の実現」につ
いては、市の将来を展望するうえで、市民のみなさんと共有する理
念として、引き続き高環境・高福祉のまちづくりを進めていきます。
主な変更点は、次のとおりです。

項目 変更前 変更後
目標年次 おおむね2015（平成27）年 おおむね2023（平成35）年度
計画人口 おおむね175,000人 おおむね180,000人

春の丸池公園

広報みたかはシルバー人材セン
ターの会員がお届けしています。

発行：三鷹市／編集：企画経営課
〒181-8555 三鷹市野崎1-1-1
法人番号：8000020132047

☎0422-45-1151㈹

http：//www.citymitaka.tokyo.jp/

http：//www.city.
mitaka.tokyo.jp/i/

市役所代表電話

ホームページ
（パソコン・スマートフォン用）

携帯サイト
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2つの｢最重点プロジェクト｣の主な取り組み
①成熟した都市の質的向上をめざす、「都市再生」プロジェクト
既存の社会資本を有効に使いつつ、環境との調和を図りながら、ハード・ソフト両面
において、「都市の質的向上」を図ることで、命とくらしを守るまちづくりを目指します。
◇三鷹中央防災公園・元気創造プラザの整備事業の推進
◇三鷹駅南口中央通り東地区再開発事業の推進
◇公共施設のさらなる耐震化
◇学校施設の耐震補強工事、長寿命化改修工事の計画的な実施 など
②ともに支えあう地域社会を生み出す、「コミュニティ創生」プロジェクト
高齢者、子育て世代、障がいのある方など、全ての市民が地域において健康で心豊か
に生活を営めるような、ともに支えあう地域社会を目指します。
◇コミュニティ創生の次なるステップに向けた取り組みの展開
◇地域ケアネットワーク推進事業の充実と発展
◇多世代交流拠点、中高生の居場所としての児童館機能の強化
◇コミュニティ・スクールの機能の充実 など

「選択と集中」によるプロジェクトの重点化として、「都市再生」「コ
ミュニティ創生」の2つを最重点プロジェクトに設定しました。また、
政策の基礎として、①まちづくりの基礎となる「参加と協働」、②あら
ゆる危機から市民の命と暮らしを守る「危機管理」、③持続可能な自治
体経営を堅持する「行財政改革」を位置付けました。
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推計値

人口構成割合の推移 年齢区分別の人口（平成17〜27年）

●①すべての人が心安らかに暮らせる、「安全安心」プロジェクト
●②いきいきと子どもが輝く、「子ども・子育て支援」プロジェクト
●③いつまでも元気に暮らせる、「健康長寿社会」プロジェクト
●④市民の命、暮らしを守る、「セーフティーネット」プロジェクト

●⑤持続可能な都市をめざす、「サステナブル都市」プロジェクト
●⑥まちの活力、にぎわいをもたらす、「地域活性化」プロジェクト
●⑦誰もが安全で快適に移動できる、「都市交通安全」プロジェクト

総合行政で進める最重点・重点プロジェクト

計画改定の背景と施策の方向
東日本大震災以降の
危機管理意識の
高まりと広がり

1

東日本大震災による市民の危
機管理意識の高まりとともに、都
市型水害などの自然災害から感
染症、防犯などに至るまで、起こ
り得る多様な事態に対し、迅速か
つ確実に対応するために、行政の
役割と市民の自助・共助の取り
組みの向上が求められています。

進展する
高齢化への対応4

急速な高齢化の進行や人口減少時代も視
野に入れ、多世代が生きがいを持って暮らし、
活躍できる取り組みが一層求められます。ま
た、住み慣れた地域社会で安全で安心して生
活することができる「理想の長寿社会」の実現
と国の社会保障制度改革などへの的確な対
応により、市民が安心して暮らせるための
サービスの提供が求められています。

低炭素都市、持続可能なサステナブル都市への転換6
再生可能エネルギーの利用拡大、環境負荷の少ない公共交通機関

の整備など、次代の環境都市へとつながる新たな環境施策の展開や
活力ある地域であり続けるための三鷹独自のサステナブル政策の推
進が求められています。

協働領域の拡大と民学産公による協働のまちづくり7
市民との「参加と協働の日常化」が進められ、市政を着実に前進させつつあります。多元的・

多層的な市民参加の手法を重視した取り組みを推進するとともに、コミュニティの視点を基
礎に置きながら、まちの活力を高めるため、多様な団体との「民学産公」が連携した参加と協
働のまちづくりをさらに強化することが重要です。

公共施設の
更新時期の到来と
都市環境の変化への対応

2

多くの公共施設が更新時期を迎える
中、施設の維持・保全や耐震化を進める
とともに、保有する不動産の合理的な利
活用を進めることが必要です。また、市
内大規模土地利用転換に合わせて、魅力
的なまちづくりを積極的に進め、コミュ
ニティ創生にもつながるよう工夫した施
設整備や取り組みが求められています。

地域に暮らす人々の
「共助」の仕組みづくり3

近年急速に少子高齢化が進み、高齢者の
単身世帯が増加する中で、住民同士の「支
え合い」による新たな「共助」の仕組みや助
け合いの精神などの重要性が再確認されて
います。そのため、さまざまな人への支援
を含めた広義のセーフティーネットの構
築に向け多世代が交流できるまちづくり
への取り組みが必要とされます。

７つの重点プロジェクト

財政フレームと財政の見通しについて
計画中期（平成27～30年度）は、計画に掲げ

た各事業の実現性を確保するため、「財政フレー
ム」として、年次ごとに対応する歳入と歳出を推
計しています。また、後期（平成31～34年度）は、
経済状況の変化に柔軟に対応し、財政状況を踏
まえ適宜見直しを行う「財政の見通し」としてい
ます。
「財政の見通し」は、計画期間内の普通建設事
業などを基礎としつつ、計画期間内における事
業費の総枠を推計しており、基本計画の後期の
改定時には、対象期間の計画事業を前提とした
「財政フレーム」として改めて設定します。

財政フレーム 財政の見通し
中期（平成27～30年度） 後期

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 中期計 （平成31～34年度）

歳

入

市税 364億円 368億円 369億円 364億円 1,465億円 1,462億円
国・都支出金 180億円 190億円 188億円 192億円 750億円 837億円
市債 44億円 29億円 25億円 24億円 122億円 82億円

その他の収入 106億円 108億円 105億円 121億円 440億円 513億円
合計 694億円 695億円 687億円 701億円 2,777億円 2,894億円

歳

出

義務的経費 329億円 339億円 344億円 352億円 1,364億円 1,449億円
人件費 106億円 103億円 102億円 102億円 413億円 399億円
扶助費 184億円 195億円 201億円 205億円 785億円 842億円
公債費 39億円 41億円 41億円 45億円 166億円 208億円

投資的経費 104億円 93億円 75億円 75億円 347億円 306億円
その他の経費 261億円 263億円 268億円 274億円 1,066億円 1,139億円
合計 694億円 695億円 687億円 701億円 2,777億円 2,894億円

子育て支援施策の拡充と
生産年齢人口層の市民に
選ばれるまちづくり

5

女性の就労・共働き夫婦の増加に伴い保育
ニーズが高まる一方、市の人口構成は、直近
10年間の20歳代から30歳代までの転入者が減
少傾向にあります。三鷹市で子どもたちを育み、
また若い世代に住みたいと思われるまちをつく
るためにも、教育・子育て支援施策のさらなる
拡充が必要です。また、にぎわいやコミュニ
ティを生む都市空間を創出し、選ばれる・魅力
あるまちづくりを推進することが重要です。

2
つ
の
最
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

政
策
の

基

礎

コミュニティ
創生

都市再生

参加と
協働

危機
管理

行財政
改革

高環境・高福祉のまちづくり
〜品格ある都市をめざして〜
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武蔵境駅 三鷹駅 吉祥寺駅

井の頭公園駅

三鷹台駅

都市計画河川
野川

玉川上水

都市計画河川
仙川

都市計画河川
神田川

三鷹駅前エリア三鷹駅前エリア

芸術文化センター
エリア

芸術文化センター
エリア

国際基督教大学
エリア
国際基督教大学
エリア

三鷹中央
防災公園
エリア

国立天文台エリア国立天文台エリア

大沢総合グラウンドエリア大沢総合グラウンドエリア

東八道路西部エリア東八道路西部エリア

市民センターエリア
（防災）

市民センターエリア
（防災）

杏林大学・
新川島屋敷エリア
杏林大学・

新川島屋敷エリア

丸池の里丸池の里
北野の里
（仮称）
北野の里
（仮称）

市立アニメーション
美術館エリア

市立アニメーション
美術館エリア

井の頭公園駅エリア

牟礼の里牟礼の里

三鷹台駅エリア

活性化の拠点 文化・教育・健康の拠点 緑と水の拠点

仙川駅

杏林大学下連雀エリア杏林大学下連雀エリア

大沢の里大沢の里
東八道路東部エリア東八道路東部エリア

都市整備の
拠点イメージ

三鷹中央防災公園・元気創造プラザ （平成28年度末竣
しゅんこう

工予定）

都市空間整備の基本的な考え方
市の目標とする都市像を「緑と水の公園都市」とします。「緑と水の公園都市」を、「公園的な空間として都市が存在するような、人にも環境にも優しい、快適空間の

都市」と定義し、この実現に向けて、●①都市整備の骨格（軸）、●②都市整備の拠点（面）、●③まちづくりのゾーニングという都市構造の3つの視点から都市空間の整備を
進めます。

●① 都市整備の骨格（軸）
公園や広場のような質の高い雰囲気を持った空間となるよう、

都市整備の骨格は❶中央および東西の2本の都市軸、❷都市軸を
補助するサブ都市軸、❸河川の沿道など歩行者を中心とした緑と
水の軸線の3つで構成します。

●●③ まちづくりのゾーニング
都市整備の骨格（軸）、都市整備の拠点（面）の整備促進を図ると

同時に、これらの都市整備の考え方とも連携させながら、全市的
な土地利用のあり方を示すため、住環境整備ゾーン、自然環境整
備ゾーン、活動環境整備ゾーンの3つのゾーンに分類し、「質の高
い」まちづくりを進めます。

●② 都市整備の拠点（面）
都市整備の拠点は、商業集積がみられ、多くの人が集まる活性化の拠点（下図 部）、文化・

教養・健康に関する大型の公共施設などが立地する地域である文化・教育・健康の拠点（下図
部）、緑と水の回遊ルート整備計画において「ふれあいの里」として位置付けられた地域であ

る緑と水の拠点（下図 部）の3つで構成し整備を進めます。

三鷹中央防災公園・元気創造プラザ整備事業は、最重点プロジェクトの
一つである都市再生プロジェクトの中核的事業です。本事業は、（独）都市再
生機構の防災公園街区整備事業を活用し、「防災公園」と老朽化により耐震
性に課題がある公共施設を集約し、防災センター機能を加えた「元気創造
プラザ」を一体的に整備するものです。
本施設の整備により、災害に強いまちづくりの拠点整備を進めるととも

に、生涯学習、スポーツ、福祉、健康づくりなど多様な機能が融合した元
気創造拠点として管理運営計画に基づいた質の高い新たな市民サービスを
提供します。また、魅力的な事業展開を進めるため、（公財）三鷹市芸術文化
振興財団を発展的に改組した（公財）三鷹市スポーツと文化財団などと協働し
て検討します。

・敷地面積 20,429.39㎡
（内訳：防災公園15,335.73㎡、元気創造プラザ4,658.06㎡、
道路〈敷地北側市道の拡幅整備〉435.60㎡）
・階数 地上５階、地下２階
・竣工時期 平成28年度末
・三鷹中央防災公園部分（敷地中央、東側）

災害時の一時避難場所、平常時は緑豊かな公園、地下空間などは、健康・ス
ポーツの拠点機能を担うスポーツ施設（メイン・サブアリーナ、プール、武道場、
軽体操室など）

・元気創造プラザ（敷地西側）
１階：子ども発達支援センター
２階：総合保健センター
３階：福祉センター
４階：生涯学習センター
５階：総合防災センター、生涯学習センター

施設概要

魅力的で効率的な管理運営
1市民交流の促進と施設利用の利便性向上
情報通信技術（ICT）を活用したサービスや施設内での各種情報を提供する総合受付

を設置することで使いやすい施設とします。ボランティア市民の参加と協働を推進す
ることにより、多くの市民が集い、活動することで、分野を超えた市民間の交流を促
します。コミュニティバスの既存ルートの見直しを行うなど、交通ネットワークの拡
充を検討していきます。
2質を確保した安全・安心な施設サービスの提供
管理運営計画に基づき、施設サービスの質と施設利用の公平性を確保した最適な管

理運営体制を構築することで、利用者満足度の向上を図ります。各施設の利用時間の
統一やフロアごとに施設を配置することにより、開館状況に応じたセキュリティを確
保するなど、安全・安心な施設管理を実現します。
3効率的な管理運営の実現によるランニングコストの縮減
元気創造プラザの維持管理の一元化や環境に配慮した施設整備を行うことで、施設

のランニングコストの縮減を図ります。
4総合スポーツセンター（地下2階、地下1階、地上1階）
軽スポーツから競技スポーツまで幅広い層が利用可能なスポーツ施設となります。

総合保健センターとの事業連携により、リコンディショニングを支援する機能の導入
を図ります。市民センター内施設の解体後に和洋弓場を整備します。
5子ども発達支援センター（地上1階）
北野ハピネスセンターで行っている事業の対象年齢を拡大し、子どもの発育・発達

に関する専門支援を行う中核的療育支援施設として整備します。集約する他の施設と
の連携や関係機関とのネットワーク化を進め、発見・相談・療育のワンストップサー
ビスに取り組むなど、包括的に子どもの発達を支援するなど事業の充実を図ります。
6総合保健センター（地上2階）
妊娠期からの母子育児支援など市民がそれぞれのライフステージに合った正確な情

報を適切に活用できるよう、身近で気軽に相談できる総合的な窓口としての機能充実
を図り、子ども発達支援センターと連携した多様なサービスを提供します。
7福祉センター（地上3階）
高齢者などの健康・生きがいサロン空間を整備し、居場所・活動拠点づくりを進め

るとともに、きめ細やかな地域福祉サービスを提供します。
8生涯学習センター（地上4、5階）
市民の主体的な学習活動を支援できるよう、さらに多世代にわたる多様な学習機会

や多彩な生涯学習プログラムを提供します。
9総合防災センター（地上5階）
災害発生時の災害対策本部の運営や防災訓練の実施など、市役所本庁舎3階の防災

課および安全安心課の機能を移転します。災害情報システムなどを備え、災害対策本
部や消防団本部などの防災センター機能を持った活動拠点としていきます。

施設配置図
（イメージ模型）

N

S
西広場

東広場

むらさき橋
通り

総合スポーツセンター
（点線下部）

中央広場

東八道路

元気創造プラザ

クリーンプラザ
ふじみ

市民センター

▲

河川軸

中央都市軸
東西都市軸
サブ都市軸

▲

▲

▲

▲

▲
▲

▲ ▲
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❸
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武蔵境駅 三鷹駅 吉祥寺駅

井の頭公園駅

三鷹台駅

都市計画河川
野川

玉川上水

都市計画河川
仙川

都市計画河川
神田川

東京外かく環状道路
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❷
市
民
の
く
ら
し
を
守
る
会
議
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進

各
世
代
の
消
費
者
教
育
の
充
実
や
高
齢
者

へ
の
積
極
的
な
見
守
り
対
策
の
強
化
な
ど
、

市
民
の
消
費
生
活
に
関
す
る
施
策
を
推
進
し

ま
す
。

❸
就
労
支
援
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
就
職
面

接
会
・
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

さ
ま
ざ
ま
な
年
代
に
対
応
し
た
就
職
面
接

会
・
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
市
民

の
就
職
機
会
の
拡
大
や
就
職
に
向
け
た
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
支
援
し
ま
す
。

再
開
発
の
推
進

第6❶「
三
鷹
駅
前
地
区
再
開
発
基
本
計
画
」の
改

定
と
推
進

こ
れ
ま
で
の
４
つ
の
基
本
的
な
視
点
に
、

「
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
」の
視
点
を

加
え
、
景
観
づ
く
り
や
回
遊
性
の
創
出
な
ど

に
よ
り
、
商
業
の
中
心
地
と
し
て
成
熟
し
た

質
の
高
い
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

❷
三
鷹
駅
南
口
中
央
通
り
東
地
区
再
開
発
事

業
の
推
進

文
化
劇
場
跡
地
を
所
有
す
る
Ｕ
Ｒ
都
市
機

構
と
の
連
携
を
強
化
し
、
当
該
地
域
お
よ
び

そ
の
周
辺
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
地

元
の
合
意
形
成
の
支
援
お
よ
び
市
街
地
再
開

発
事
業
に
向
け
た
検
討
を
進
め
ま
す
。

❸
三
鷹
台
駅
前
周
辺
地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進

地
区
整
備
方
針
の
策
定
お
よ
び
三
鷹
台
駅
前

広
場
整
備
な
ど
の
実
施

三
鷹
市
の
東
部
地
区
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ

し
い
都
市
空
間
を
創
出
す
る
た
め
、
三
鷹
台

駅
前
周
辺
地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
地
区
整
備

方
針
の
策
定
を
行
い
、
当
該
地
区
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

国
際
化
の
推
進

第1❶
多
言
語
に
よ
る
情
報
提
供
施
策
の
充
実

外
国
籍
市
民
な
ど
が
平
常
時
も
災
害
時
・

緊
急
時
も
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、「
外

国
語
版
生
活
ガ
イ
ド
」な
ど
を
活
用
し
、
積

極
的
な
情
報
提
供
を
図
り
ま
す
。

❷
外
国
人
観
光
客
向
け
の
情
報
発
信
環
境
の

充
実２

０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
を
き
っ
か
け
と

し
て
、
今
後
さ
ら
に
増
加
が
見
込
ま
れ
る
外

国
人
観
光
客
に
対
し
て
、
市
内
の
観
光
や
歴

史
・
文
化
な
ど
の
情
報
の
と
り
ま
と
め
や
発

信
方
法
の
検
討
お
よ
び
充
実
を
図
り
ま
す
。

❸
三
鷹
国
際
交
流
協
会
と
の
連
携
強
化

外
国
籍
市
民
な
ど
の
生
活
・
教
育
支
援
お

よ
び
災
害
時
・
緊
急
時
支
援
体
制
の
充
実

や
、
市
民
の
国
際
化
意
識
を
高
め
る
た
め
、

市
の
関
係
部
署
と
三
鷹
国
際
交
流
協
会
と
の

連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。

平
和
・
人
権
施
策
の
推
進

第2❶
人
権
意
識
の
総
合
的
啓
発

基
本
的
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
差

別
を
解
消
す
る
こ
と
は
、
平
和
・
人
権
の
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
原
則
で
す
。
対
象
者
、
分

野
を
問
わ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
推
進
す

る
中
で
総
合
的
な
啓
発
を
図
り
ま
す
。

❷
積
極
的
平
和
事
業
の
推
進

環
境
、
差
別
、
経
済
格
差
な
ど
の
問
題
に

も
目
を
向
け
た
積
極
的
平
和
の
視
点
に
立

ち
、
地
球
市
民
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

❸
戦
争
体
験
談
な
ど
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
の

推
進戦

後
70
年
の
経
過
を
踏
ま
え
、
市
民
の
戦

争
体
験
談
や
関
連
資
料
を
記
録
す
る「
ア
ー
カ

イ
ブ
化
事
業
」の
継
続
や
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の「
み
た
か
デ
ジ
タ
ル
平
和
資
料
館
」の
開

設
・
運
営
に
よ
り
、
戦
争
の
記
憶
を
風
化
さ

せ
る
こ
と
な
く
、
次
世
代
へ
継
承
し
ま
す
。

男
女
平
等
参
画
社
会
の
実
現

第3❶
配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
と
各
種
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
未
然
防
止
お
よ
び
被
害
者
支
援
の

推
進配

偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力（
Ｄ
Ｖ
）は
、
身

体
的
な
も
の
だ
け
で
な
く
、
言
葉
な
ど
に
よ

る
精
神
的
な
も
の
も
含
め
人
権
侵
害
で
す
。

市
民
・
事
業
者
な
ど
に
対
し
、
Ｄ
Ｖ
防
止
・

各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
向
け
た
意
識
啓

発
を
図
り
ま
す
。

❷
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に

向
け
た
啓
発
事
業
な
ど
の
実
施

市
内
企
業
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）な
ど
に
関
す
る
実

態
調
査
を
行
い
、
事
業
主
、
従
業
者
向
け
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
の
働
き
方
改
革
を
推
進

す
る
ほ
か
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

の
実
現
に
向
け
た
啓
発
な
ど
に
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

❸
相
談
体
制
の
充
実
の
た
め
の
連
携
体
制
の

強
化カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
や
男
女
平
等
参
画
相
談
員

な
ど
に
よ
る
相
談
事
業
に
つ
い
て
は
、
男
女

平
等
参
画
や
Ｄ
Ｖ
防
止
等
を
推
進
す
る
う
え

で
重
要
な
要
素
と
な
る
こ
と
か
ら
、
総
合
的

な
相
談
体
制
の
充
実
に
努
め
る
と
同
時
に
、

関
係
機
関
に
よ
る
連
携
体
制
の
強
化
を
図
り

ま
す
。

各

論

情
報
環
境
の
整
備

第1❶
三
鷹
中
央
防
災
公
園
・
元
気
創
造
プ
ラ
ザ

に
係
る
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
の
構
築

災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
、
施
設
予
約
等
シ
ス

テ
ム
お
よ
び
健
康
・
体
力
相
談
支
援
シ
ス
テ

ム
の
3
つ
の
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

ま
す
。

❷
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
社
会
保
障
・
税
番
号
）制

度
へ
の
適
切
な
対
応

特
定
個
人
情
報
保
護
評
価（
Ｐ
Ｉ
Ａ
）や
制

度
対
応
に
必
要
な
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・

改
修
を
実
施
し
ま
す
。

❸
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
の
運
用

Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｉ
Ｅ
Ｃ
２
７
０
０
１
に
基
づ

く
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
適
正
な
運
用
と

改
善
に
努
め
る
と
と
も
に
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃

な
ど
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
事
案
に
備
え
、

全
庁
的
な
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
向
上
を
進

め
ま
す
。都

市
型
農
業
の
育
成

第2❶
土
地
税
制
・
生
産
緑
地
制
度
に
関
す
る
国

な
ど
へ
の
要
請

緑
の
提
供
や
災
害
時
の
緊
急
避
難
場
所
な

ど
の
機
能
を
有
す
る
農
地
を
確
保
し
、
都
市

農
地
の
保
全
と
利
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、

都
市
農
地
保
全
推
進
自
治
体
協
議
会
と
連
携

し
、
国
な
ど
へ
要
請
し
ま
す
。

❷
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
支
援

農
産
物
の
高
品
質
化
と
付
加
価
値
を
高

め
、
三
鷹
産
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
と

流
通
の
拡
大
を
促
進
し
ま
す
。

❸
市
民
農
園
な
ど
の
充
実

市
民
が
貸
出
区
画
で
耕
作
か
ら
収
穫
ま
で

一
連
の
野
菜
づ
く
り
を
行
う
市
民
農
園
に
つ

い
て
、市
民
農
園（
高
齢
者
向
け
）と
と
も
に
、

充
実
を
図
り
ま
す
。

都
市
型
産
業
の
育
成

第3❶「
都
市
型
産
業
誘
致
条
例
」に
基
づ
く
企
業

誘
致
の
推
進

「
三
鷹
市
都
市
型
産
業
誘
致
条
例
」に
基
づ

き
、
市
内
へ
の
優
良
企
業
の
誘
致
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
市
内
事
業
所
の
増
設
や
移
転

を
支
援
し
ま
す
。

❷
工
場
の
市
内
移
転
・
集
約
化
の
推
進
と
日

本
無
線
㈱
三
鷹
製
作
所
移
転
へ
の
対
応

工
場
・
事
業
所
の
移
転
先
の
確
保
な
ど
、

今
後
の
都
市
再
生
の
取
り
組
み
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
工
場
の
市
内
移
転
・
集
約
化
な

ど
を
推
進
し
ま
す
。
日
本
無
線
㈱
三
鷹
製
作

所
移
転
へ
の
対
応
と
し
て
、
市
内
事
業
者
の

移
転
・
集
約
化
を
図
る
た
め
、
南
側
敷
地
を

事
業
所
用
地
と
し
て
取
得
し
、
一
定
の
整
備

を
図
っ
た
う
え
で
売
却
し
ま
す
。

❸
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
の
起
業
・
継
続
支
援
の
拡
充
お

よ
び
Ｉ
Ｃ
Ｔ
産
業
の
育
成

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
整
備
な
ど

を
行
い
、
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
の
起
業
・
継
続
支
援
の

拡
充
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
多
様
な
施
設

の
整
備
に
向
け
た
検
討
を
行
い
ま
す
。

商
業
環
境
の
整
備

第41
商
業
環
境
の
充
実

❶「
商
店
街
の
活
性
化
及
び
商
店
街
を
中
心

と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る
条

例
」に
基
づ
く
施
策
の
推
進

関
係
団
体
が
協
働
で
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト

事
業
な
ど
、
ま
ち
の
活
性
化
に
向
け
た
事
業

を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
商
店
街
が
担
う
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

❷
買
物
環
境
の
整
備

商
店
会
が
実
施
す
る
定
期
的
な
市
場
の
開

催
、
商
品
の
宅
配
や
送
迎
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

な
ど
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
ふ
さ
わ
し
い
買
物

支
援
と
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
向
け

た
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

❸
定
期
市（
マ
ル
シ
ェ
）の
拡
充
な
ど
に
よ
る

商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
推
進

商
店
会
に
不
足
し
て
い
る
業
種
を
補
う
定

期
市（
マ
ル
シ
ェ
）の
開
催
な
ど
を
支
援
し
、

商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
推
進
し
、
市

民
が
楽
し
ん
で
買
い
物
が
で
き
る
商
店
街
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

2
都
市
型
観
光
の
推
進

❶
み
た
か
都
市
観
光
協
会
と
の
連
携
・
協
働

に
よ
る
観
光
の
振
興

「
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
の
ま
ち
三

鷹
」の
実
現
に
向
け
、
観
光
客
が
訪
れ
た
く

な
る
よ
う
な
に
ぎ
わ
い
と
魅
力
あ
ふ
れ
る

「
お
も
て
な
し
」の
心
に
満
ち
た
都
市
型
観
光

を
推
進
し
ま
す
。

❷
外
国
人
観
光
客
の
回
遊
性
の
向
上

外
国
人
観
光
客
や
在
住
・
在
勤
・
在
活
動

外
国
籍
市
民
な
ど
に
と
っ
て
、
魅
力
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
内
各
種
案

内
表
示
の
多
言
語
表
示
を
図
り
ま
す
。

❸
地
域
資
源
の
発
掘
、
活
用
に
よ
る
三
鷹
ブ

ラ
ン
ド
の
創
出
・
推
進

地
域
資
源
を
発
掘
し
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、「
三
鷹
ブ
ラ
ン
ド
」と
し
て
の
周
知
を
図

り
、
三
鷹
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
推
進
し
ま

す
。

消
費
生
活
の
向
上

第5❶
消
費
者
相
談
や
情
報
提
供
事
業
の
充
実

消
費
者
被
害
に
対
応
す
る
た
め
、
Ｐ
Ｉ
Ｏ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ（
全
国
消
費
生
活
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
）を
活
用
し
な
が
ら
、
適
切
か
つ
迅

速
な
相
談
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

「みたかデジタル平和資料館」トップページ

農業公園での体験農園事業

商店会主催の盆踊り

第
１
部

世
界
に
開
か
れ
た

平
和
・
人
権
の
ま
ち
を
つ
く
る

第
２
部

魅
力
と
個
性
に
あ
ふ
れ
た

情
報
・
活
力
の
ま
ち
を
つ
く
る

消費者被害防止キャンペーン
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安
全
で
快
適
な
道
路
の
整
備

第1❶
都
市
計
画
道
路
網
の
整
備
の
推
進

都
市
の
骨
格
形
成
や
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
な
ど
を
図
る
た
め
、
東
京
に
お
け
る
都
市

計
画
道
路
の
整
備
方
針（
第
四
次
事
業
化
計

画
）に
基
づ
き
、
東
京
都
お
よ
び
近
隣
市
区

と
も
連
携
し
て
都
市
計
画
道
路
網
の
整
備
を

推
進
し
ま
す
。

❷
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
る
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
推
進

街
路
灯
の
照
度
を
確
保
し
つ
つ
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
リ
ー
ス

方
式
に
よ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
図
り
ま
す
。

❸
東
京
外
か
く
環
状
道
路
な
ど
に
対
す
る
検

討
と
国
な
ど
へ
の
要
請

国
・
東
京
都
が
示
し
た「
対
応
の
方
針
」が

確
実
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
国
・
東
京
都
に

強
く
要
請
し
て
い
く
と
と
も
に
、
工
事
期
間

中
の
交
通
安
全
対
策
お
よ
び
防
犯
対
策
に
つ

い
て
も
、
適
切
な
対
応
が
図
れ
る
よ
う
取
り

組
み
ま
す
。

緑
と
水
の
快
適
空
間
の
創
造

第2❶
ふ
れ
あ
い
の
里
な
ど
の
整
備
お
よ
び
周
辺

の
景
観
づ
く
り
の
推
進

大
沢
の
里
、
牟
礼
の
里
、
丸
池
の
里
の
３

カ
所
の「
ふ
れ
あ
い
の
里
」な
ど
の
整
備
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
東
京
外
か
く
環
状
道
路

整
備
事
業
に
伴
う
新
た
な
ふ
れ
あ
い
の
里
の

創
出
と
し
て
、「
北
野
の
里（
仮
称
）」の
具
現

化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

❷
安
全
で
安
心
な
公
園
づ
く
り
の
推
進

老
朽
化
し
た
木
製
遊
具
な
ど
の
交
換
や
、

地
域
住
民
、
公
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と
連

携
し
た
安
全
管
理
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

❸
市
民
、
事
業
者
と
協
働
で
取
り
組
む
民
有

地
の
緑
化
の
推
進

住
宅
の
密
集
す
る
市
街
地
に
お
い
て
、
民

家
の
接
道
部
で
の
緑
化
な
ど
を
推
進
す
る
た

め
に
、
東
京
都
の「
界
わ
い
緑
化
推
進
プ
ロ

グ
ラ
ム
」を
活
用
し
、
効
率
的
か
つ
効
果
的

に
沿
道
の
緑
化
を
推
進
し
ま
す
。

 

住
環
境
の
改
善

第31
住
環
境
の
改
善

❶
都
市
計
画
制
度
の
活
用
に
よ
る
良
好
な
都

市
環
境
の
形
成（
用
途
地
域
な
ど
の
見
直
し
）

市
の
土
地
利
用
に
お
け
る
課
題
な
ど
か
ら

見
直
し
の
視
点
や
方
向
性
を
明
確
化
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
が
活
か
さ
れ
る
よ
う
に

土
地
利
用
を
規
制
・
誘
導
し
て
い
き
ま
す
。

❷
空
き
家
な
ど
へ
の
対
策
の
推
進

適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
は
、

周
辺
の
住
環
境
に
防
犯
、
防
災
、
衛
生
上
の

深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、
市
内
外
の
関

係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
所
有
者
な
ど
に

よ
る
自
主
的
な
対
応
を
促
す
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。

❸
地
区
計
画
制
度
な
ど
の
活
用

三
鷹
台
駅
前
周
辺
地
区
や
東
京
外
か
く
環

状
道
路
の
中
央
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン（
仮
称
）周

辺
地
区
な
ど
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
周
辺

環
境
と
の
調
和
と
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
地
区
計
画
制
度
な
ど
の
活
用

を
検
討
し
ま
す
。

2
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

❶
安
全
安
心
・
市
民
協
働
パ
ト
ロ
ー
ル
体
制

の
拡
充

市
民
や
警
察
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
を

強
化
し
、
子
ど
も
の
通
学
路
に
お
け
る
安
全

確
保
や
高
齢
者
に
対
す
る
詐
欺
被
害
防
止
啓

発
な
ど
も
含
め
た
安
全
安
心
・
市
民
協
働
パ

ト
ロ
ー
ル
を
拡
充
し
ま
す
。

❷
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
特
殊
詐
欺
対
策
の

強
化振

り
込
め
詐
欺
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
特

殊
詐
欺
の
被
害
防
止
を
図
る
た
め
、
関
係
機

関
と
一
層
連
携
し
、
高
齢
者
の
集
い
な
ど
に

合
わ
せ
て
啓
発
活
動
を
充
実
す
る
な
ど
、
詐

欺
被
害
防
止
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

❸
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
な
ど
に
よ
る
地
域
防

犯
力
の
向
上

犯
罪
の
防
止
を
目
的
に
自
治
会
や
商
店
会

な
ど
の
み
な
さ
ん
が
公
共
の
場
所
に
設
置
す
る

防
犯
カ
メ
ラ
を
、
東
京
都
と
連
携
し
て
設
置
経

費
の
補
助
を
行
う
な
ど
の
支
援
を
進
め
ま
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の

推
進

第4❶
在
宅
避
難
者
な
ど
の
支
援
に
向
け
た
災
害

時
在
宅
生
活
支
援
施
設
整
備
と
ミ
ニ
防
災
ひ

ろ
ば
づ
く
り
の
促
進

災
害
時
な
ど
に
、
自
宅
な
ど
で
の
避
難
生

活
を
支
援
す
る
た
め
、
災
害
時
在
宅
生
活
支

援
施
設
や
防
災
機
能
を
持
っ
た
公
園
な
ど
の

ミ
ニ
防
災
ひ
ろ
ば
の
整
備
を
行
い
、
防
災
活

動
や
訓
練
な
ど
を
通
し
て
、
市
民
の
自
助
お

よ
び
地
域
の
共
助
の
強
化
を
進
め
ま
す
。

❷
特
定
緊
急
輸
送
道
路
沿
道
建
築
物
の
耐
震

化
の
促
進

震
災
発
生
時
に
お
い
て
も
、「
緊
急
輸
送
道

路
」機
能
を
確
保
す
る
た
め
、
沿
道
建
築
物

の
耐
震
診
断
や
補
強
設
計
、
改
修
工
事
を
促

進
さ
せ
耐
震
化
を
図
り
ま
す
。

❸
防
災
出
前
講
座
の
実
施
と
市
民
防
災
協
力

員
の
育
成

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
防
災
出
前
講
座

を
積
極
的
に
開
催
し
、
自
助
や
共
助
の
強
化

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
平
常
時
の
防
災

活
動
や
災
害
時
の
正
確
な
情
報
提
供
を
行
う

人
財
と
し
て
、
市
民
防
災
協
力
員
の
育
成
を

図
り
ま
す
。

都
市
交
通
環
境
の
整
備

第5❶
都
市
再
生
と
連
携
し
た
み
た
か
バ
ス
ネ
ッ

ト
の
推
進

三
鷹
中
央
防
災
公
園
・
元
気
創
造
プ
ラ
ザ

の
整
備
や
杏
林
大
学
井
の
頭
キ
ャ
ン
パ
ス
の

開
設
な
ど
、
都
市
再
生
事
業
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
既
存
ル
ー
ト
の
見
直
し
な
ど
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
と
路
線
バ
ス
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が

ら
、
利
便
性
の
高
い
乗
り
継
ぎ
方
法
の
検
討

な
ど
、
利
用
環
境
の
改
善
を
行
い
ま
す
。

❷
サ
イ
ク
ル
シ
ェ
ア
事
業
に
向
け
た
社
会
実

験
の
実
施
と
検
証

既
存
の
駐
輪
場
を
効
率
的
に
活
用
し
、「
放

置
自
転
車
数
の
減
少
」「
環
境
負
荷
の
軽
減
」

「
ま
ち
の
活
性
化
」な
ど
が
期
待
で
き
る
、
サ

イ
ク
ル
シ
ェ
ア
事
業
に
向
け
た
社
会
実
験
を

実
施
し
、
検
証
を
行
い
ま
す
。

❸
交
通
管
理
者
や
地
域
な
ど
と
連
携
し
た
自
転

車
事
故
防
止
に
向
け
た
交
通
安
全
施
策
の
推
進

自
転
車
に
関
連
す
る
事
故
な
ど
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
警
察
署
な
ど
関
係
機
関

と
連
携
し
、
自
転
車
安
全
講
習
会
の
受
講
者

拡
大
を
図
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
交
通
ル
ー

ル
の
周
知
や
マ
ナ
ー
向
上
に
向
け
た
指
導
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

主な事業のスケジュール

主なまちづくり指標

東京外かく環状道路の工事風景

計画期間
（平成34
年）の目標

前期達成
状況（26
年度末）

中期（年度） 後
期27 28 29 30

第
1
部

外国人観光客向
けの情報発信環
境の充実

充実 推進 推進

戦争体験の
アーカイブ化 28件 8件 4件 4件 3件 3件 6件

第
2
部

農産物のブラン
ド化の支援 推進 推進 推進

「都市型産業誘
致条例」に基づ
く 企 業 誘 致 の
推進

指定企業・
指定誘致協
働事業者の

件数
20件程度

指定企業
3件 2件 2件 2件 2件 4件

程度

三鷹駅南口中央
通り東地区再開
発事業の推進

再開発事業
の推進 検討 用地

取得
都市
計画

手続き

都市
計画
決定

事業
認可

事業
の

推進
三鷹中央防災公
園・元気創造プ
ラザの整備

整備・運営 整備 整備 竣工 開設・
運営 運営

集約対象施設跡
地などの活用方
策の検討

井口グラウ
ンドの売却

など
検討 検討

地
区
計
画
測
量

調
査
売
却
な
ど

第
3
部

街路灯のLED化
による省エネル
ギーの推進

街路灯の
LED化 ─ 現況

調査 LED化

ふれあいの里の
整備および周辺
の景観づくりの
推進

ふれあいの
里の整備

ふれあい
の里の整
備の推進

大沢の里
整備工事

丸池の里
用地取得

大沢の里
公園整備

ほか
推進

防犯カメラの設
置などによる地
域防犯力の向上

107台
(通学路に
おける設置
分を除く）

67台 5台 5台 5台 5台 20台

生活支援施設
整備とミニ防災
ひろばづくり

21施設を
整備し活用

5施設
整備 2施設 2施設 2施設 2施設 ８

施設

都市再生と連携
したみたかバス
ネットの推進

見直し・
運行

見直し・
運行

コ
ミ
バ
ス
ル
ー
ト
見
直
し
、
杏

林
大
学
井
の
頭
キ
ャ
ン
パ
ス
開

設
に
向
け
た
見
直
し
・
運
行

コ
ミ
バ
ス
見
直
し
ル
ー
ト
運
行

に
向
け
た
調
整

三
鷹
中
央
防
災
公
園
・
元
気
創

造
プ
ラ
ザ
開
設
な
ど
に
合
わ
せ

た
コ
ミ
バ
ス
見
直
し
ル
ー
ト
運
行

運
行

見
直
し
・

運
行

※1 「主要5事業」とは①三鷹駅南口中央通り東地区再開発推進事業、②回遊性を生む道路
環境整備事業、③中央通り買い物空間整備事業（モデル区間）、④三鷹台駅前周辺地区
まちづくり推進地区整備方針の策定（※2）および三鷹台駅前広場整備などの実施、⑤
三鷹中央防災公園・元気創造プラザ整備事業を指しています。

※2 整備方針の策定は、中期に完了します。

第
３
部

安
全
と
う
る
お
い
の
あ
る

快
適
空
間
の
ま
ち
を
つ
く
る

計画策定時
（平成22年度）

前期実績値
（平成26年度）

中期目標値
（平成30年度）

目標値
（平成34年度）

第
１
部

英語版ホームページ
のアクセス件数 34,677件 60,359件 75,000件 80,000件

平和推進関連事業の
参加者数 2,665人 3,543人 3,600人 3,700人

市の行政委員会・
審議会などにおける

女性委員の割合
38.8% 36.1% 46% 50%

第
２
部

インターネットなどで
届出・申請ができる

手続きの種類
27種類 30種類 36種類 40種類

農家の直接販売所数 149カ所 147カ所 増加 増加

製造業事業所数 326事業所 
（平成21年度）

274事業所 
（平成24年度） 維持 維持

商店数
（小売業および

卸売業）
1,134店舗 

（平成21年度）
1,057店舗 

（平成24年度） 維持 維持

観光案内所訪問者数 24,876人 28,265人 30,000人 32,000人
消費者活動センター

の利用者数 35,949人 35,691人 38,000人 40,000人

「主要5事業」※1の
達成状況

（着手・継続）
０件 １件（⑤） ３件

（①②④）
３件

（①②③④）

「主要5事業」の
達成状況（完了） ０件 ０件 ２件

（④⑤） １件（⑤）

第
３
部

都市計画道路整備率 41.9% 43.8% 56.8% 59.5%
市域面積に対する

公園緑地などの割合 4.60% 4.72% 5.26% 5.48%

バリアフリー化に
取り組んだ

公共施設・店舗などの
総件数

225件 300件 355件 420件

安全安心・市民協働
パトロールへの

参加人数
2,262人 3,109人 3,300人 3,500人

防災訓練参加者数 16,666人 24,521人 25,500人 27,000人
駅前地域の

放置自転車の台数 302台 97台 90台 80台以下
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地
域
福
祉
の
推
進

第1❶
地
域
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
事
業
の
充

実
と
発
展

7
つ
の
ケ
ア
ネ
ッ
ト
が
地
域
の
特
性
を
踏

ま
え
て
取
り
組
む
、
居
場
所
づ
く
り
や
見
守

り
、
多
世
代
交
流
な
ど
、
新
た
な
共
助
の
仕

組
み
の
拡
充
と
発
展
を
支
援
し
ま
す
。

❷
災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
事
業
の

推
進避

難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
活
用
し
、
関

係
機
関
な
ど
と
協
働
し
て
避
難
支
援
の
体
制

整
備
に
取
り
組
み
、
共
助
に
よ
る
支
援
の
仕
組

み
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

❸
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
推
進

「
孤
立
死
」な
ど
を
防
ぐ
た
め
、
地
域
の
住

民
や
関
係
機
関
、企
業
な
ど
が
協
働
し
て「
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」を
推
進
し
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実

第2❶
在
宅
医
療
・
介
護
の
連
携
の
推
進

医
療
と
介
護
の
両
方
が
必
要
な
高
齢
者
の

在
宅
生
活
を
支
え
る
た
め
、
医
療
・
介
護
関

係
者
な
ど
の
多
職
種
の
連
携
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
在
宅
医
療
に
関
す
る
体
制
構
築
を

目
指
し
ま
す
。

❷
認
知
症
施
策
の
推
進

認
知
症
高
齢
者
が
、
地
域
で
自
立
し
た
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
、
認
知
症
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

❸
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
整
備

住
み
慣
れ
た
地
域
で
誰
も
が
い
つ
ま
で
も

い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
よ
う
、
介
護
予
防

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
整
備
し
ま
す
。

障
が
い
者
福
祉
の
充
実

第3❶
障
が
い
者
差
別
解
消
の
取
り
組
み

障
害
者
差
別
解
消
法
の
施
行
を
踏
ま
え
、

職
員
の
対
応
要
綱
を
策
定
し
、
体
制
の
整
備

を
図
る
と
と
も
に
、
差
別
の
解
消
に
向
け
て

市
民
・
事
業
者
な
ど
へ
の
周
知
・
啓
発
を
進

め
ま
す
。

❷
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
・
運
営

地
域
の
相
談
支
援
の
拠
点
と
し
て
、
総
合

相
談
・
専
門
相
談
、虐
待
対
応
な
ど
の
ほ
か
、

相
談
支
援
事
業
者
へ
の
助
言
・
育
成
な
ど
を

行
う
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
・
運

営
し
ま
す
。

❸
子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
と
機

能
の
充
実

北
野
ハ
ピ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
幼
児
部
門
を
発

展
さ
せ
て
、
地
域
の
中
核
的
な
療
育
支
援
施

設
と
し
て
の「
子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
ま
す
。

生
活
支
援
の
充
実

第4❶
生
活
保
護
制
度
の
適
正
な
運
用

生
活
保
護
制
度
を
適
正
に
運
用
し
、
最
低

限
度
の
生
活
を
保
障
す
る
と
と
も
に
、
自
立

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
支
援
を

実
施
し
、
日
常
生
活
の
支
援
や
自
立
を
促
進

し
ま
す
。

❷
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の
推
進

生
活
に
困
窮
し
て
い
る
方
の
相
談
か
ら
自

立
ま
で
継
続
的
に
支
援
を
行
う「
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
事
業
」を
実
施
し
、
相
談
者
の

意
向
を
確
認
し
な
が
ら
必
要
な
支
援
を
行
い

ま
す
。

❸
国
民
健
康
保
険
制
度
の
都
道
府
県
単
位
化

へ
の
適
切
な
対
応

平
成
30
年
度
か
ら
の
国
民
健
康
保
険
制
度

の
都
道
府
県
単
位
化
を
見
据
え
て
、
新
た
な

制
度
へ
の
検
討
と
準
備
を
進
め
、
適
切
に
対

応
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
の
推
進

第5❶
三
鷹
中
央
防
災
公
園
・
元
気
創
造
プ
ラ
ザ
を

核
と
し
た
総
合
的
な
健
康
増
進
事
業
の
展
開

健
康
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
元
気
創
造
プ

ラ
ザ
と
同
敷
地
内
の
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

と
が
連
携
し
て
、
総
合
的
な
健
康
増
進
事
業

環
境
保
全
の
推
進

第1❶
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
都
市
実
現
に
向
け
た
研
究

と
環
境
に
配
慮
し
た
施
策
の
推
進

低
炭
素
社
会
を
目
指
し
た
環
境
配
慮
型
都

市
を
創
造
す
る
た
め
、
環
境
基
金
を
活
用
し

た
エ
コ
住
宅
の
建
設
誘
導
や
緑
化
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
な
ど
、「
環
境
保
全
」「
緑
・
農
地
の

保
全
」「
経
済
発
展
」「
社
会
・
文
化
」「
交
通
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
」の
５
つ
の
視
点
を
包
含
す
る
、

持
続
可
能
な
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

❷
公
共
施
設
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
推
進

公
共
施
設
の
維
持
管
理
や
新
た
な
施
設
の

建
設
に
際
し
、
環
境
へ
の
配
慮
お
よ
び
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
有
効
活
用
を
図
り
、
環
境
負
荷
の

少
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

❸
環
境
に
関
す
る
情
報
提
供
の
充
実

環
境
に
関
す
る
報
告
書
の
発
行
お
よ
び

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
利
用
し
、
環
境
測

定
デ
ー
タ
の
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。ま
た
、

環
境
学
習
な
ど
を
通
じ
て
環
境
保
全
に
関
す

る
情
報
提
供
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

資
源
循
環
型
ご
み
処
理
の
推
進

第2❶
ご
み
の
発
生
抑
制
の
取
り
組
み

ご
み
の
減
量
・
資
源
化
を
進
め
る
た
め
、

拡
大
生
産
者
責
任
の
明
確
化
、
過
剰
包
装
・

使
い
捨
て
商
品
の
抑
制
、
レ
ジ
袋
削
減
、
事

業
系
ご
み
の
減
量
資
源
化
な
ど
の
施
策
を
実

施
し
ま
す
。

❷
ご
み
を
焼
却
し
た
際
に
発
生
す
る
熱
を
利

用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
の
推
進

ふ
じ
み
衛
生
組
合
の
可
燃
ご
み
処
理
施
設

「
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
ふ
じ
み
」で
は
、
ご
み
を

焼
却
し
た
際
に
発
生
す
る
熱
を
利
用
し
た
発

電
を
行
い
、エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
を
行
い
ま
す
。

回
収
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
部
は
、
ふ
じ
み

衛
生
組
合
で
使
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ま
か

な
う
ほ
か
、
三
鷹
中
央
防
災
公
園
・
元
気
創

造
プ
ラ
ザ
で
使
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

活
用
し
ま
す
。

❸
啓
発
活
動
の
効
果
的
な
展
開

町
会
・
自
治
会
や
各
種
団
体
か
ら
構
成
さ

れ
る「
ご
み
減
量
等
推
進
会
議
」と
協
働
で
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
啓
発
活
動
を
展
開

し
、
ご
み
の
減
量
を
図
り
ま
す
。

水
循
環
の
促
進

第3❶「
下
水
道
再
生
計
画
」の
推
進（
長
寿
命
化

事
業
）

下
水
道
整
備
着
手
か
ら
50
年
以
上
が
経
過

し
、
老
朽
化
に
よ
る
機
能
低
下
な
ど
が
懸
念

さ
れ
る
た
め
、
下
水
道
管
路
や
東
部
水
再
生

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
長
寿
命
化
事
業
を
推
進
し

ま
す
。

❷「
下
水
道
再
生
計
画
」の
推
進（
地
震
対
策

事
業
）

震
災
時
に
も
継
続
し
て
使
用
で
き
る
下
水

道
施
設
を
目
指
し
て
、
防
災
拠
点
周
辺
の
下

水
道
管
路
や
東
部
水
再
生
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

耐
震
化
を
推
進
し
ま
す
。

❸
都
市
型
水
害
対
策
の
推
進

近
年
、
多
発
す
る
集
中
豪
雨
に
よ
る「
都

市
型
水
害
」に
対
処
す
る
た
め
、
甲
州
街
道

付
近
の
水
害
対
策
や
、
中
原
地
区
の
中
仙
川

改
修
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

子
ど
も
の
人
権
の
尊
重

第1❶
子
ど
も
・
若
者
支
援
の
推
進

不
登
校
、
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
子
ど

も
や
ニ
ー
ト
状
態
に
お
ち
い
る
可
能
性
が
高

い
層
の
中
学
卒
業
者
、
高
校
中
退
者
な
ど
の

若
年
者
に
対
し
て
、
相
談
と
具
体
的
な
支
援

に
つ
な
が
る
体
制
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

❷
子
ど
も
の
虐
待
予
防
・
早
期
発
見
と
心
の

ケ
ア「子

ど
も
虐
待
防
止
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」な

ど
を
活
用
し
、
虐
待
の
予
防
、
早
期
発
見
に

努
め
る
と
と
も
に
、
虐
待
対
策
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
中
心
に
、
関
係
機
関
と
の
連
携
の
強

化
を
図
り
ま
す
。

❸
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
の
推
進

生
後
4
カ
月
ま
で
の
乳
児
の
い
る
全
て
の

家
庭
を
訪
問
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や
悩
み

を
聞
き
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る
情
報
提
供

な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
行
い
ま
す
。 

子
育
て
支
援
の
充
実

第2❶
利
用
者
支
援
事
業
の
実
施

子
育
て
を
し
て
い
る
家
庭
が
多
様
な
教

育
・
保
育
施
設
や
地
域
の
子
育
て
支
援
事
業

な
ど
を
円
滑
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
地
域
子

育
て
支
援
拠
点
と
し
て
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
機
能
強
化
を
図
り
ま
す
。

❷
民
間
認
可
保
育
園
、
小
規
模
保
育
施
設
の

開
設
支
援

待
機
児
童
解
消
に
向
け
て
、
民
間
認
可
保

育
園
な
ど
の
開
設
支
援
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
で
創
設
さ
れ

た
小
規
模
保
育
事
業
に
つ
い
て
、
地
域
の
保

育
ニ
ー
ズ
の
受
け
皿
と
な
る
施
設
と
し
て
開

設
を
支
援
し
ま
す
。

❸
多
世
代
交
流
拠
点
、
中
高
生
の
居
場
所
と

し
て
の
児
童
館
機
能
の
強
化

児
童
館
の
機
能
を
充
実
・
拡
大
す
る
た

め
、
開
館
時
間
の
延
長
や
、
児
童
館
の
施
設

活
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。
ま

た
、
社
会
教
育
会
館
と
の
連
携
を
推
進
し
、

多
世
代
交
流
拠
点
と
し
て
の
機
能
の
強
化
を

目
指
し
ま
す
。

魅
力
あ
る
教
育
の
推
進

第3❶
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
機
能
の
充
実

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
委
員
会
の
機

能
の
充
実
を
図
り
、
保
護
者
・
地
域
住
民
の

意
向
が
学
校
運
営
に
よ
り
一
層
反
映
さ
れ
る

よ
う
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
地
域

人
財
の
参
画
を
促
進
し
、
学
校
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
一
層
の
拡
充
を
図
り
、
家
庭
・
地

域
と
一
体
と
な
っ
た
学
校
の
活
性
化
を
目
指

し
ま
す
。

❷
知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
三
鷹
の
子

ど
も
を
育
て
る
教
育
内
容
の
充
実

小
・
中
一
貫
教
育
を
推
進
し
、
子
ど
も
た

ち
が
主
体
的
・
協
働
的
に
学
習
に
取
り
組
む

意
欲
や
態
度
を
育
む
と
と
も
に
、「
三
鷹『
学

び
』の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」の
取
り
組
み
を
通
し

て
、
子
ど
も
た
ち
の「
人
間
力
」「
社
会
力
」を

育
成
し
ま
す
。

❸
教
育
支
援
の
充
実

校
内
通
級
教
室（
仮
称
）の
導
入
に
向
け
、

三
鷹
市
の
こ
れ
ま
で
の
実
績
に
基
づ
き
一
人

ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
る

た
め
の
教
育
支
援
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
教
育
支
援
の
充
実
を
図
り

ま
す
。安

全
で
開
か
れ
た
学
校
環
境

の
整
備

第4❶
学
校
施
設
の
耐
震
化
・
長
寿
命
化
改
修
工

事
の
計
画
的
な
実
施

小
・
中
学
校
施
設
の
屋
上
防
水
・
外
壁
塗

装
・
窓
改
修
・
給
排
水
設
備
改
修
な
ど
施
設

内
外
の
長
寿
命
化
改
修
工
事
と
、
天
井
材
、
照

明
器
具
、
家
具
な
ど
の「
非
構
造
部
材
」の
耐
震

対
策
を
併
せ
て
計
画
的
に
実
施
し
、
安
全
で
快

適
な
教
育
環
境
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

❷
子
ど
も
の
安
全
・
安
心
の
確
保

市
民
協
働
パ
ト
ロ
ー
ル
や
ス
ク
ー
ル
エ
ン

ジ
ェ
ル
ス
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
学
校
に

お
け
る
児
童
・
生
徒
の
安
全
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
学
校
・
地
域
な
ど
が
行
う
児
童
の

見
守
り
活
動
を
補
完
す
る
た
め
、
通
学
路
の

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
進
め
ま
す
。

❸
学
校
給
食
の
充
実
と
効
率
的
な
運
営

自
校
方
式
に
よ
る
給
食
調
理
業
務
の
委
託

化
を
進
め
、
安
全
で
お
い
し
い
給
食
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
食
育
の
推
進
や
地
産
地

消
を
促
す
も
の
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
東
京
む
さ
し

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
市
内
産
野
菜
の
学

校
給
食
へ
の
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

を
実
施
し
ま
す
。

❷
が
ん
検
診
の
拡
充
と
各
種
検
診
事
業
の

推
進健

康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
て
、
新
た
な
検

診
の
導
入
や
各
種
検
診
の
受
診
率
向
上
な

ど
、
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
お
よ
び

予
防
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

❸
妊
娠
期
か
ら
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
の

推
進妊

娠
届
を
提
出
し
た
全
妊
婦
に
対
し
て
妊

婦
面
接（
ゆ
り
か
ご
面
接
）を
実
施
し
ま
す
。

ゆ
り
か
ご
面
接
か
ら
始
ま
る
子
ど
も
・
子
育

て
施
策
で
、
妊
娠
期
か
ら
の
切
れ
目
の
な
い

支
援
を
進
め
ま
す
。

東児童館の「親子ひろば」

第
５
部

希
望
と
安
心
に
み
ち
た

健
康
・
福
祉
の
ま
ち
を
つ
く
る

第
６
部

い
き
い
き
と
子
ど
も
が
輝
く

教
育
・
子
育
て
支
援
の
ま
ち
を
つ
く
る

第
4
部

人
と
自
然
が
共
生
で
き
る

循
環
・
環
境
の
ま
ち
を
つ
く
る



7 広報みたか 号 外 2016.4.24 ●市役所電話（代表） ☎0422-45-1151

生
涯
学
習
の
推
進

第11
生
涯
学
習
活
動

❶
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
整
備
と
生
涯
学
習

の
一
層
の
推
進

市
民
の
主
体
的
な
生
涯
学
習
活
動
を
支
援

す
る
全
市
的
な
拠
点
と
し
て
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
を
整
備
し
、
幅
広
い
世
代
に
わ
た
る
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
魅
力
あ
る
事
業
を
展
開

し
、
生
涯
学
習
の
一
層
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

❷
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
人
財
の
育
成
お
よ

び
活
動
の
場
の
提
供

さ
ま
ざ
ま
な
生
涯
学
習
関
係
機
関
な
ど
と

連
携
し
な
が
ら
、
地
域
で
活
動
す
る
人
財
を

養
成
し
、
市
民
参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

に
資
す
る
マ
ン
パ
ワ
ー
を
供
給
し
、「
学
び
の

循
環
」に
よ
る
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
を

目
指
し
ま
す
。

❸
学
校
・
家
庭
・
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
生

涯
学
習
の
推
進

学
校
を
核
と
し
た
地
域
住
民
の
活
動
・
経

験
を
活
か
し
、
学
び
の
場
と
し
て
の
学
校
の

活
用
を
進
め
る
な
ど
学
校
・
家
庭
・
地
域
の

連
携
に
よ
る
一
層
の
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

2
図
書
館
活
動

❶「
図
書
館
基
本
運
営
方
針（
仮
称
）」の
策
定

と
推
進

時
代
の
変
化
や
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
た
め
、
公
共
図
書
館
が
果
た
す
べ
き
機

能
と
役
割
を
明
確
に
し
、
確
実
な
進
展
を
図

る
た
め
、「
図
書
館
基
本
運
営
方
針（
仮
称
）」

を
策
定
・
推
進
し
ま
す
。

❷
滞
在
・
交
流
型
施
設
を
目
指
す
図
書
館
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル

老
朽
化
し
た
施
設
の
改
修
と
と
も
に
、
市

民
ニ
ー
ズ
に
合
致
す
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の

高
い
滞
在
・
交
流
型
施
設
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
す
。

❸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
図
書
室
と
の

連
携コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
図
書
室
に
図
書

館
所
蔵
図
書
の
検
索
・
予
約
・
貸
出
・
返
却

機
能
を
持
た
せ
、
か
つ
分
館
と
同
様
に
配
送

網
に
加
え
る
な
ど
の
図
書
館
と
の
連
携
を
推

進
し
ま
す
。

市
民
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

第2❶「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
２
０
２
２
」の
推
進

新
た
な
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
施
設
の

整
備
を
踏
ま
え
、「
三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計

画
２
０
２
２
」に
基
づ
き
、
市
の
ス
ポ
ー
ツ
施

策
を
総
合
的
・
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

❷
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
施
設
の
整
備
と

活
用三

鷹
中
央
防
災
公
園
・
元
気
創
造
プ
ラ
ザ

整
備
事
業
の
中
で
、
指
定
管
理
者
と
協
働
す
る

こ
と
に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
施
策
を
展
開
し
、
保

健
・
健
康
・
福
祉
部
門
と
も
連
携
し
ス
ポ
ー
ツ

を
取
り
入
れ
た
健
康
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

❸
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
充
実

地
域
住
民
が
主
体
的
に
運
営
す
る
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ
の
活
動
支
援
を
継
続
し
、

全
市
的
な
展
開
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
の

ス
ポ
ー
ツ
活
動
と
の
連
携
や
協
働
を
推
進
し

ま
す
。芸

術
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

の
推
進

第3❶
み
た
か
・
子
ど
も
と
絵
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
推
進

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
展
開
と

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

第1❶
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
生
の
次
な
る
ス
テ
ッ
プ

に
向
け
た
取
り
組
み
の
展
開

多
様
な
地
域
課
題
を
、
住
民
同
士
の
支
え

合
い
に
よ
る
新
た
な
共
助
と
協
働
に
よ
っ
て

解
決
し
て
い
く「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
生
」の
取

り
組
み
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
た
め
の
具

体
策
や
、
市
民
に
寄
り
添
っ
た
支
援
の
あ
り

方
な
ど
に
つ
い
て
研
究
し
ま
す
。

❷
地
域
自
治
活
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

担
い
手
の
育
成
を
含
む
新
た
な
展
開
に
向
け

た
活
動
の
支
援

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目

指
し
、
町
会
・
自
治
会
な
ど
地
域
自
治
組
織

の
活
性
化
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
活

動
の
大
切
さ
な
ど
を
広
く
伝
え
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
担
い
手
育
成
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
し
ま
す
。

❸
多
世
代
交
流
の
拠
点
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
活
性
化
支
援

住
民
協
議
会
が
実
施
す
る
多
世
代
交
流
事

業
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
生
に
向
け
た
新

た
な
事
業
や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
新

た
な
事
業
に
対
し
て
、
支
援
を
進
め
ま
す
。

「
21
世
紀
型
自
治
体
」の

実
現
と
都
市
自
治
の
確
立

第2❶
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
施
行
に
伴
う
条
例
な
ど

の
整
備
お
よ
び
適
切
な
運
用

個
人
情
報
の
適
切
な
保
護
の
た
め
、
特
定

個
人
情
報
保
護
条
例
な
ど
の
整
備
・
運
用
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
社
会

保
障
・
税
番
号
）の
適
切
な
利
活
用
の
た
め
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
お
よ
び
提
供
に
関
す
る

条
例
な
ど
の
整
備
・
運
用
に
取
り
組
み
ま
す
。

❷「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」の
策
定

既
存
の
公
共
施
設
な
ど
の
維
持
管
理
全
般

に
つ
い
て
、
コ
ス
ト
を
抑
え
つ
つ
効
果
的
な

予
防
保
全
に
よ
る
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る

た
め
、「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」を
策

定
し
ま
す
。

❸
日
本
無
線
㈱
三
鷹
製
作
所
跡
地
利
用
の
検
討

南
側
敷
地
に
つ
い
て
は
、
市
内
事
業
者
の

操
業
支
援
を
進
め
る
た
め
、
市
が
取
得
・
売

却
を
図
り
ま
す
。
北
側
に
つ
い
て
は
、
周
辺
の

良
好
な
住
環
境
と
調
和
し
た
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
検
討
を
進
め
ま
す
。

子
ど
も
と
絵
本
を
つ
な
ぐ
活
動
の
担
い
手

を
育
成
す
る
養
成
講
座
を
市
内
各
所
で
実
施

し
、
子
ど
も
た
ち
を
豊
か
に
育
む
地
域
文
化

の
形
成
に
向
け
た
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

❷
文
化
施
設
の
保
全
・
活
用

山
本
有
三
記
念
館
は
、
大
正
末
期
に
建
築

さ
れ
た
建
物
で
全
体
的
に
経
年
劣
化
が
見
ら

れ
る
た
め
、施
設
の
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、

改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
他
の
施
設
に
つ

い
て
も
、
利
便
性
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
施

設
の
長
期
使
用
を
目
指
し
た
改
修
計
画
を
検

討
し
ま
す
。

❸
文
化
人
の
顕
彰
お
よ
び
文
学
展
示
室
な
ど

の
設
置
の
検
討

太
宰
治
顕
彰
事
業
は
、
市
内
外
に
向
け
て

さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
か
ら
広
く
情
報
を
発
信

し
続
け
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
新

た
に
文
学
展
示
室
な
ど
の
設
置
に
つ
い
て
検

討
し
ま
す
。

主なまちづくり指標

主な事業のスケジュール

第
７
部

創
造
性
と
豊
か
さ
を
ひ
ろ
げ
る

生
涯
学
習
・
文
化
の
ま
ち
を
つ
く
る

第
８
部

ふ
れ
あ
い
と
協
働
で
進
め
る

市
民
自
治
の
ま
ち
を
つ
く
る

計画策定時
（平成22年度）

前期実績値
（平成26年度）

中期目標値
（平成30年度）

目標値
（平成34年度）

第
4
部

三鷹市公共施設の温室効
果ガス総排出量（t-CO2） 24,582 10,249 8,363 減少

1人1日あたりの
ごみ総排出量 743ｇ 737ｇ 725ｇ 725ｇ

防災拠点周辺の下水道
施設耐震化数 10施設 30施設 40施設 48施設

第
5
部

福祉ボランティアの
参加者数 18,310人 23,060人 23,500人 24,600人

高齢者社会活動マッチング
推進事業の会員数 2,034人 2,554人 3,000人 3,500人

障害福祉サービスの
受給者証発行数 951人 1,254人 1,367人 増加

就労支援事業による
就労者数 55人 94人 110人 増加

健康づくり事業への
参加者数 9,998人 9,699人 10,400人 10,600人

第
6
部

子ども家庭支援センター
の利用者数 68,038人 76,073人 78,000人 80,000人

保育園待機児童の解消 243人 179人 ０人 ０人

市立小学校卒業者の
市立中学校への
進学者数の割合

78.3% 81.1% 81.5% 82.0%

学校施設の長寿命化
改修工事実施校数 0校 0校 3校 11校

第
7
部

生涯学習情報システムへ
のアクセス件数 764,635件 850,155件 870,000件 890,000件

図書館の利用者数 996,849人 936,886人 1,000,000人 1,005,000人

週1回以上スポーツ活動を
行っている市民の割合 36.0% 44.6% 46.0% 50.0%

市の芸術文化施設で実施
される事業の入場者率 84% 87% 89% 92%

第
8
部

コミュニティセンター、
地区公会堂の利用者数 837,244人 877,236人 900,000人 910,000人

経常収支比率 90.4% 86.4%
おおむね80%台を維持

（特殊要因による場合にあっ
ても90%台前半に抑制）

公債費比率 7.9% 5.5% おおむね８%を超えないこと

実質公債費比率 4.1% 3.7% おおむね６%を超えないこと

人件費比率 17.2% 15.2% おおむね20%を超えないこと

計画期間
（平成34年）の目標

前期達成状況
（26年度末）

中期（年度） 後期27 28 29 30

第
４
部

ごみを焼却した際
に発生する熱を利
用したエネルギー
回収の推進

三鷹中央防災
公園・元気創造

プラザへの
電力供給

─ 発
電

電
力
供
給

都市型水害対策の
推進

甲州街道付近の
対策 ─ 検

討
推
進

中仙川
改修工事 ─ 工

事

第
5
部

地域ケアネットワー
ク推進事業の
充実と発展

事業と支援の拡充 7住区設立
充
実
・

発
展

生活支援コーディ
ネーターの配置

地域資源を活用
した生活支援

サービスの提供
─

モ
デ
ル
配
置

（
２
地
域
）

全
市
配
置

（
７
地
域
）

充
実

妊娠期からの
切れ目のない支援
の推進

推進 検討 検
討

検
討
・

実
施 充

実
推
進

第
6
部

民間認可保育園、
小規模保育施設の
開設支援

保育定員の拡充
および待機児童の

解消
定員拡充 開

設
３
園

開
設

３
園

開
設

３
園

開
設

１
園

定
員

拡
充

多世代交流拠点、
中高生の居場所と
しての児童館機能
の強化

児童館機能の
強化 ─ 検

討

モ
デ
ル
事
業

（
西
）改
修
設
計

（
東
）改
修
設
計

（
西
）改
修
工
事

（
東
）改
修
工
事

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

機
能
強
化

教育支援の充実 充実・推進 推進 推
進

第
7
部

「図書館基本運営
方針（仮称）」の
策定と推進

策定、推進 ─ 検
討

策
定

推
進

文化施設の
保全・活用

山本有三記念館
改修工事の実施 ─ 基

礎
調
査

詳
細
調
査 

・
設
計

改
修

工
事

利
用

開
始

第
8
部

コミュニティ活動
の担い手の育成を
含む新たな展開に
向けた活動の支援

推進 実施 実
施

検
証
・

実
施

日本無線㈱三鷹製
作所跡地利用の
検討

推進 協定締結 測
量

用
地

取
得

設
計
・

整
備

整
備
・

用
地
売
却

検
討
・

推
進
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東
京
外
か
く

環
状
道
路

井の頭
一丁目

牟礼一丁目

北野四丁目

井の頭
三丁目

井の頭
二丁目

牟礼三丁目

牟礼二丁目

北野二丁目

北野一丁目

北野三丁目

北野二丁目

北野一丁目

井口四丁目 井口三丁目

上連雀
五丁目

上連雀
三丁目

下連雀
四丁目

上連雀四丁目

深大寺
一丁目

深大寺三丁目

深大寺二丁目

大沢三丁目

野崎四丁目

大沢二丁目

大沢六丁目

井口一丁目 上連雀
七丁目

上連雀
六丁目

下連雀
七丁目

井口二丁目

上連雀
九丁目

上連雀八丁目
下連雀九丁目

野崎三丁目 野崎二丁目

野崎一丁目

井の頭四丁目

下連雀
二丁目

下連雀
三丁目

下連雀一丁目

井の頭
五丁目

牟礼四丁目

下連雀
六丁目

下連雀五丁目

下連雀
八丁目

牟礼五丁目

牟礼七丁目

大沢一丁目

大沢五丁目

大沢四丁目

新川三丁目

新川六丁目

北野三丁目

新川二丁目

新川五丁目

新川四丁目

中原三丁目

新川一丁目

中原二丁目

中原四丁目

中原一丁目

上連雀二丁目

上連雀一丁目

井口
五丁目

中央高速自動車道

連雀通り

玉
川
上
水

三鷹の森学園
第五小学校

東三鷹学園
北野小学校

三鷹中央学園
第七小学校

連雀学園
南浦小学校

連雀学園第一中学校

連雀学園
第四小学校

三鷹の森学園
第三中学校

連雀学園
第六小学校

東三鷹学園
第一小学校

東三鷹学園
第六中学校

三鷹中等
教育学校

杏林大学
三鷹キャンパス

鷹南学園
中原小学校

鷹南学園
東台小学校

三鷹
市役所

井の頭恩賜公園

第二公園

大沢風致地区

三鷹中央学園
第四中学校

おおさわ学園
第七中学校

おおさわ学園
大沢台小学校

牟礼団地

新川交差点

仙
川

野
川 西部図書館

三鷹西部市政窓口

大成高校

東部
図書館

鷹南学園
第五中学校

三鷹中央学園
第三小学校

三鷹警察署

農業公園

三鷹図書館本館

下連雀図書館

明星学園
小学校
中学校

明星学園高校

神田川

井の頭コミュニティ
センター

三鷹台市政窓口

吉
祥
寺
通
り

JR中央本線

西武
多摩
川線

武蔵境駅

仙川駅

JR中央本線

京王
線

京
王
電
鉄
井
の
頭
線

三鷹駅

吉祥寺駅

吉祥寺駅

東小金井駅

新小金井駅

三鷹台駅

井の頭公園駅

中央高速自動車
道

東京都調布飛行場

陸上競技場

三鷹駅前市政窓口
三鷹ネットワーク大学

三鷹駅前コミュニティセンター
三鷹駅前図書館

連雀コミュニ
ティセンター

新川中原
コミュニティ
センター

三鷹東部
市政窓口

消費者活動センター

にしみたか学園
井口小学校

にしみたか学園
第二中学校

にしみたか学園
第二小学校

おおさわ学園羽沢小学校

牟礼六丁目

中央通りタウンプラザ

特別文教・研究地区

特別都市型
産業等育成地区

特別住工
共生地区

⑫人見街道の歩道整備

大沢の里

野川大沢調整池
（大沢野川グラウンド）
規模拡大工事

3・2・6号
（調布保谷線）

大沢三丁目
環境緑地整備地区
地区計画

大沢住区大沢住区

西部住区西部住区

大沢コミュニティ
センター

星と森と
絵本の家

国立天文台の
地域への開放

連雀住区連雀住区

特別住工
共生地区

特
別
商
業
活
性
化
地
区

調
布
保
谷
線
沿
線

地
区
地
区
計
画

②
３・２・６
号（
調
布
保
谷
線
）

井口特設
グラウンド
の土地利用転換井口コミュニティ

センター
耐震補強工事

第三小学校校体育館
耐震補強工事 ③3・4・7号（連雀通り）

三鷹駅周辺住区三鷹駅周辺住区

三鷹駅南口西側中央地区再開発事業
共同ビル建設の支援

三鷹産業プラザ

中央通り

三鷹駅南口中央通り
東地区再開発事業の推進
回遊性を生む道路環境の整備

特別商業活性化地区

特別都市型産業等
育成地区

市立アニメーション
美術館

特別都市型産業
等育成地区

公会堂

三鷹中央防災公園 ・
元気創造プラザの整備

丸池の里

特別住工共生地区

新川島屋敷地区
地区計画

特別文教・研究地区
南部図書館

⑦3・4・9号（三鷹通り～武蔵野市境）

特別住工
共生地区

東部住区東部住区

井の頭住区井の頭住区

新川中原住区新川中原住区

特別商業
活性化地区

法政大学付属中・高等学校
周辺地区地区計画
特別文教・研究地区

特別商業
活性化地区

宮下橋の
架け替え

⑭市道第56号線（井の頭地区）

⑪市道第135号線
（三鷹台駅前通り）

三鷹台駅前周辺地区
まちづくり推進地区

牟礼の里
④3・4・13号
（牟礼地区）

3・4・13号
（東八道路～人見街道）

牟礼コミュニティ
センター

①3・2・2号（東八道路）

北野ハピネス
センター

特別都市型産業
等育成地区 東西道路の整備・誘導⑬市道第47号線（牟礼地区）

東部水再生センターの長寿命化

JR中央線連続
立体交差事業

平成26年度までに完了
平成27年度以降に実施
まちづくりの主な取り組み
コミュニティ住区界
三鷹市界
学校

※まちづくりの主な取り組みの範囲などはおよそのイメージです。

３・４・19
号

特別商業
活性化地区

特別商業
活性化地区

⑮交差点あんしん
歩行プラン

（仮称）事業

特別商業
活性化地区

井の頭恩賜公園
西園

特別商業
活性化地区

下連雀五丁目地区
地区計画

⑩3・4・3号（北野地区）

⑧3・4・11号（北野地区）

特別商業活性化地区

特別商業活性化地区
⑨3・4・12号（牟礼・北野地区）

特別商業活性化地区

特別商業活性化地区

環境センター

特別商業活性化地区

特別商業
活性化地区

⑨
３・４・12
号

（
牟
礼・北
野
地
区
）

特別商業
活性化地区

連雀通り商店街地区まちづくり推進地区整備方針の推進

特別商業
活性化地区

⑤3・4・7号（連雀通り）

三鷹台団地地区
地区計画

⑥
３・４・14
号

（
吉
祥
寺
通
り
）

井の頭ポンプ場の
耐震化・長寿命化

北野の里（仮称）

武蔵野の森公園
大沢総合グラウンド

日本無線三鷹製作所
の移転

下連雀五丁目第二地区
地区計画

三鷹の森学園
高山小学校整備

中原一丁目地区
景観協定

中原小学校体育館
耐震補強工事

新川天神山
青少年広場

仙川公園

杏林大学井の頭キャンパス
の開設

上連雀分庁舎の整備

大沢二丁目
古民家（仮称）
の整備

北野小学校体育館
耐震補強工事

第六中学校体育館
耐震補強工事

東西道路の整備

中央通り買物空間整備事業

コミュニティ住区を基礎とした整備（主な事業の方向）

主な道路整備事業
１ 主要幹線道路の整備
①東八道路【事業中】東京都施行
②調布保谷線【事業中】東京都施行
２ 幹線道路の整備
③３・４・７号（連雀通り）【事業中】三鷹市施行
④３・４・13号（牟礼地区）【事業中】三鷹市施行
⑤３・４・７号（連雀通り）【事業中】東京都施行
⑥３・４・14号（吉祥寺通り）【事業中】東京都施行
⑦３・４・９号（三鷹通り～武蔵野市境）三鷹市施行
⑧３・４・11号（北野地区）【事業中】東京都施行

⑨３・４・12号（牟礼・北野地区）【事業中】東京都施行
⑩３・４・３号（北野地区）【事業中】東京都施行
３ 準幹線道路の整備
⑪市道第135号線（三鷹台駅前通り）【事業中】三鷹市施行
⑫人見街道【事業中】東京都施行
４ 主要生活道路の整備
⑬市道第47号線（牟礼地区）など【事業中】三鷹市施行
⑭市道第56号線（井の頭地区）【事業中】三鷹市施行
⑮交差点あんしん歩行プラン（仮称）〈事業予定〉三鷹市施行

①
狭
あ
い
道
路
の
解
消
な
ど
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の

整
備
を
進
め
ま
す
。

②
三
鷹
台
駅
前
周
辺
地
区
に
つ

い
て
は
、「
ま
ち
づ
く
り
推
進

地
区
整
備
方
針
」の
策
定
に
取

り
組
み
ま
す
。

③
玉
川
上
水
、
神
田
川
周
辺
に

つ
い
て
、
景
観
重
点
地
区
と

し
て
整
備
・
誘
導
の
あ
り
方

な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

④
都
市
再
生
事
業
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
三
鷹
台
ル
ー
ト
の
見
直

し
に
取
り
組
み
ま
す
。

①
北
野
小
学
校（
体
育
館
）、
第
六
中
学
校（
体
育
館
）の

耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

②
高
山
小
学
校
の
学
級
数
増
加
に
対
す
る
必
要
な
対
応

を
図
り
ま
す
。

③
都
市
計
画
道
路
3
・
4
・
13
号（
牟
礼
地
区
）の
整
備

を
進
め
ま
す
。

④
市
民
生
活
へ
の
影
響
な
ど
を
市
独
自
の
視
点
で
検
討

し
、
東
京
外
か
く
環
状
道
路
事
業
が
適
切
に
進
捗
し

て
い
く
よ
う
、
国
な
ど
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

⑤
玉
川
上
水
、
牟
礼
の
里
に
つ
い
て
は
、
重
点
的
に
景

観
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
北
野
の
里（
仮
称
）

に
つ
い
て
は
、
今
後
ま
ち
づ
く
り
に
係
る
整
備
計
画

を
策
定
す
る
な
ど
、
景
観
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑥
牟
礼
・
三
鷹
台
団
地
周
辺
子
育
て
支
援
施
設
な
ど
の

整
備
・
再
配
置
を
進
め
ま
す
。

①
三
鷹
中
央
防
災
公
園
・
元
気
創
造
プ
ラ
ザ
に
つ
い
て

は
、
複
合
施
設
と
し
て
の
利
点
を
活
か
し
た
事
業
を

進
め
ま
す
。

②
都
道（
吉
祥
寺
通
り
）の
安
全
で
快
適
な
歩
行
空
間
の

整
備
を
都
に
要
請
し
ま
す
。

③
市
民
生
活
へ
の
影
響
な
ど
を
市
独
自
の
視
点
で
検
討

し
、
東
京
外
か
く
環
状
道
路
が
適
切
に
進
捗
す
る
よ

う
、
国
な
ど
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

④
仙
川
沿
い
に
あ
る
児
童
遊
園
な
ど
に
つ
い
て
、
河
川

を
軸
と
し
機
能
的
に
連
続
し
た
整
備
を
図
り
ま
す
。

⑤
環
境
セ
ン
タ
ー
の
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
検
討
し

ま
す
。

⑥
東
京
都
流
域
下
水
道
へ
の
編
入
に
向
け
て
取
り
組
む

と
と
も
に
、
東
部
水
再
生
セ
ン
タ
ー
の
長
寿
命
化
を

図
り
ま
す
。

市道第135号線（三鷹台駅前通り）

牟礼の里

仙川遊歩道

①
井
口
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

耐
震
化
を
図
り
ま
す
。

②
都
道（
連
雀
通
り
、
人
見
街
道
）の

安
全
で
快
適
な
歩
行
空
間
が
整
備

さ
れ
る
よ
う
都
に
要
請
し
ま
す
。

③
都
市
計
画
道
路
3
・
2
・
6
号

（
調
布
保
谷
線
）の
早
期
完
成
を
都

に
要
請
し
ま
す
。

④
東
西
道
路
の
整
備
や
通
り
抜
け
可

能
な
生
活
道
路
の
設
置
を
進
め
ま

す
。

⑤
公
共
施
設
を
結
ぶ
散
歩
道
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

⑥
東
八
道
路
沿
道
の
商
業
振
興
と
周

辺
環
境
と
の
調
和
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

①
都
立
武
蔵
野
の
森
公
園
周
辺
に
つ
い
て
、
文

化
・
教
育
・
健
康
の
拠
点
と
な
る
よ
う
に
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

②
人
見
街
道
の
歩
道
整
備
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
東
京
都
に
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

③
大
沢
の
里
周
辺
を
三
鷹
型
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
事
業
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
推
進
し
ま
す
。

④
国
立
天
文
台
の
良
好
な
自
然
環
境
を
保
全
し
、

敷
地
内
の「
星
と
森
と
絵
本
の
家
」の
特
色
あ

る
運
営
の
展
開
を
図
り
ま
す
。

⑤
大
学
な
ど
が
立
地
す
る
地
域
に
つ
い
て
、
特

別
文
教
・
研
究
地
区
と
し
て
研
究
環
境
の
保

持
に
努
め
ま
す
。

⑥
傾
斜
地
が
比
較
的
多
い
こ
と
か
ら
、
傾
斜
地

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
の
取
り
組
み
を
推
進

し
ま
す
。

①
都
道（
連
雀
通
り
、
吉
祥
寺
通
り
、

人
見
街
道
）の
安
全
で
快
適
な
歩
行

空
間
の
整
備
を
都
に
要
請
し
ま
す
。

②
市
庁
舎
の
建
て
替
え
に
向
け
た
検
討

手
法
な
ど
の
研
究
を
進
め
ま
す
。

③
連
雀
通
り
の
整
備
に
併
せ
て
、
ま
ち

づ
く
り
推
進
地
区
の
活
用
な
ど
に
よ

る
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

④
日
本
無
線
㈱
三
鷹
製
作
所
の
移
転
に

伴
い
、
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
検

討
し
ま
す
。

⑤
杏
林
大
学
井
の
頭
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開

設
に
伴
い
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

3・2・6号（調布保谷線）

野川

3・4・7号（連雀通り）

①
調
布
保
谷
線
の
整
備
に
併
せ
て
、
良
好
な

住
環
境
の
形
成
と
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

②
第
三
小
学
校
体
育
館
の
耐
震
工
事
を
進
め

ま
す
。

③
市
立
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
美
術
館
周
辺
は
、

緑
と
調
和
し
た
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

④
三
鷹
駅
南
口
中
央
通
り
東
地
区
の
再
開
発

に
つ
い
て
、
成
熟
し
た
都
市
に
ふ
さ
わ
し

い
質
的
向
上
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。

⑤
三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ
は
、
産
業
振
興
の
拠
点
、

交
流
や
創
業
を
支
援
す
る
場
と
し
て
活
用

し
ま
す
。

⑥
公
共
駐
輪
場
に
つ
い
て
、
利
用
者
の
利
便

性
の
高
い
運
用
・
整
備
を
進
め
ま
す
。

風の散歩道

井 の 頭 住 区西 部 住 区

大 沢 住 区

連 雀 住 区
新 川 中 原 住 区

東 部 住 区

三鷹駅周辺住区
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男女平等参画のための三鷹市行動計画2022 第1次改定
目的・概要
男女が性別に関わらず、誰もが

個人として尊重され、一人ひとり
の個性と能力が十分に発揮できる、
男女平等参画社会の実現を目指し
ます。また、配偶者などからの暴
力や各種ハラスメントの未然防止
に努めるとともに、被害者支援の
推進を図ります。
主な事業と取り組み内容

◎「配偶者等暴力対策基本計画」の
策定と推進
「配偶者等暴力対策基本計画」とし
ての位置付けを明確にし、計画に基づく施策を推進します。
◎相談体制の充実
カウンセラーや男女平等参画相談員による相談など、さまざまな悩みに対

応する制度の充実に取り組みます。
◎人権尊重とあらゆる暴力の根絶
家庭・職場・地域などで人権を尊重し、配偶者などからの暴力や各種ハラ

スメントの防止に努めます。また、性同一性障害などの理解と尊重に努めます。
◎男女平等参画の総合的な推進
特に、仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の視点に立った施策・
事業を積極的に進めます。
◎生涯を通じた男女の健康づくり支援
男女がともに生涯を通じて健康の保持と増進に努め、多様で自立した生き

方を選択できる基礎となる健康づくりを支援します。
◎男女平等参画を支える社会づくり
ライフスタイルやライフステージに応じた多様な生き方を選択できるよう

に啓発と事業を進めます。

担当課：企画経営課平和・女性・国際化推進係

今
号
で
は
、
基
本
計
画
と
同
時
並
行
的
に
策
定
や
改
定
を
進
め
た
個
別
計
画
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

基
本
計
画
で
は
、
施
策
の
課
題
と
取
り
組
み
の
方
向
、
事
業
の
体
系
と
重
点
課
題
な
ど
を
明
ら

か
に
す
る
一
方
、
個
別
計
画
で
は
、
基
本
計
画
の
体
系
に
基
づ
く
各
事
業
の
目
標
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
詳
細
な
取
り
組
み
内
容
を
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
基
本
計
画
と
個
別
計
画
の
機
能
的
な

役
割
分
担
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、基
本
計
画
と
目
標
年
次
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、整
合
・

連
動
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
見
直
し
な
ど
を
効
果
的
に
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

目的・概要
行政サービスの質の向上を図りつつ事業を徹底的

に見直すことで「行政のスリム化」を図り、持続可能
な自治体経営を創造することを目的としています。
低成長時代における緊縮財政を前提に、三鷹市基本
構想に示す「自治体経営の基本的な考え方」と関連付
けて体系を大幅に見直すとともに、新たに最重点課
題、重点課題などを位置付けたことから、今回の改
定を「新・行財政改革アクションプラン2022」の策定
とし、引き続き行財政改革を進めます。
目標指標
経常収支比率 おおむね80%台を維持
（特殊要因による場合にあっても90％台前半に抑制）

公債費比率 おおむね8％を超えないこと
実質公債費比率 おおむね6%を超えないこと
人件費比率 おおむね20%を超えないこと
◇最重点課題
三鷹中央防災公園・元気創造プラザにおける質の

高い効率的な事業展開
◇重点課題
コミュニティ創生によるまちづくりの推進
持続可能なサステナブル都市の実現

◇個別課題
体系１	 創造的な自治体経営の推進
体系２	 公共サービスの適正化の推進
体系３	 多様な主体による協働の深化

体系４	 外郭団体などとの連携の推進
体系５	 財政基盤の強化
体系６	 ファシリティ・マネジメントの推進
体系７	 サービスの質と効率性の向上
体系８	 効率性・迅速性・柔軟性をもつ組織体制の	
	 確立
体系９	 職員力の向上
体系10	 危機管理力の向上
体系11	 国・東京都・他区市町村との連携の推進
体系12	 透明で開かれた市政運営の実現
体系13	 情報環境の最適化

担当課：企画経営課行政評価担当

基本構想 （目標年次 おおむね平成35年度）■基本計画と個別計画

個 別 計 画

◆︎
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
２

◆︎
教
育
支
援
プ
ラ
ン
２
０
２
２

◆︎
生
涯
学
習
プ
ラ
ン
２
０
２
２

・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
２
０
２
２

◆
み
た
か
子
ど
も
読
書
プ
ラ
ン
２
０
２
２

教育部

◆
土
地
利
用
総
合
計
画
２
０
２
２

◆︎
緑
と
水
の
基
本
計
画
２
０
２
２

・
景
観
づ
く
り
計
画
２
０
２
２

◆︎
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
２
０
２
２

○
三
鷹
駅
前
地
区
再
開
発
基
本
計
画
２
０
２
２

（
６
月
策
定
予
定
）

◆︎
交
通
総
合
協
働
計
画
２
０
２
２

・
公
共
施
設
維
持
・
保
全
計
画
２
０
２
２

都市整備部

◆︎
健
康
福
祉
総
合
計
画
２
０
２
２

・
障
が
い
福
祉
計
画（
第
4
期
）

・
高
齢
者
計
画
・
第
六
期
介
護
保
険
事
業
計
画

健康
福祉部

・
地
域
防
災
計
画（
改
定
）

・
事
業
継
続
計
画（
震
災
編
）

総務部

◆︎
環
境
基
本
計
画
２
０
２
２

・
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画（
第
3
期
計
画
）

○
ご
み
処
理
総
合
計
画
２
０
２
２

◆︎
産
業
振
興
計
画
２
０
２
２

◇
農
業
振
興
計
画
２
０
２
２

生活環境部

・
子
育
て
支
援
ビ
ジ
ョ
ン

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

子ども
政策部

○
新
・
行
財
政
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０
２
２

◆︎
男
女
平
等
参
画
の
た
め
の
三
鷹
市
行
動
計
画
２
０
２
２

◆︎
地
域
情
報
化
プ
ラ
ン
２
０
２
２

企画部

地域情報化プラン2022 第1次改定
目的・概要
この計画は、情報通信技術（ICT）の活用による「安全・安心な生活環境の実現」

「より利便性の高い市民サービスの提供」「市民間の豊かな情報交流の実現」を目
指すとともに、「個人情報保護と情報セキュリティの確立」「災害時等における事
業継続性の確保」などを図ることを目的として、ICT環境の整備と利活用を推進
するものです。
三鷹中央防災公園・元気創造プラザに係るシステム構築など市の施策を盛り

込むとともに、国の施策やICTの動向、これまでのICTに係る取り組みを踏まえ
て、改定を行いました。
「民学産公の協働」「誰もが利用可能なICTの検討」などに加え、「危機管理のた
めのICTの利活用」を情報化推進の基本的な考え方とし、5つの実現目標を掲げ、
各種施策に取り組みます。
主な事業と取り組み内容

①ICTを活用した安全安心な生活環境の実現
青少年のスマートフォンなどの安全な利用、三鷹中央防災公園・元気創造プ

ラザに係る情報通信システムの構築に取り組みます。
②ICTを活用した地域社会の活性化の促進
高齢者、障がいのある方などのスマートフォンなどの安全な活用の促進に取

り組みます。
③ICTを活用した魅力ある教育・生涯学習の推進
ICTを活用した授業モデルの研究と実践、学校SNSの利活用の推進に取り組み
ます。
④情報提供の充実と行政手続きの利便性の向上
オープンデータ、ビッグデータの活用の検討と推進、社会保障・税番号制度

の導入に伴うマイナンバーカード（個人番号カード）の普及促進に取り組みます。
⑤地域情報化を支える基盤の整備
情報システムの構築や改修など社会保障・税番号制度への適切な対応、2020

東京オリンピック・パラリンピック競技大会を見据えたICT利用環境の整備、
サイバー攻撃への対策など情報セキュリティと事業継続の確保に取り組みます。

担当課：情報推進課

基本計画と同時並行的に策定・改定した個別計画の全文は、市ホームページ「市政情報」→「施策・計画」→「個別計画」から
閲覧、ダウンロードできます。また、1、2月に実施した「基本計画（素案）」および「個別計画（素案）」に対するパブリックコメ
ントなどの結果は、トップページ「パブリックコメント」から閲覧できるほか、相談・情報センター（市役所2階）、市政窓口、
市民協働センター、図書館でも閲覧できます。

個別計画の閲覧およびパブリックコメントなどの結果について

仕事

地域

家庭

新・行財政改革アクションプラン2022 策定
企画部

第4次基本計画（第1次改定）（平成27年度～平成34年度）

まち・ひと・しごと創生総合戦略 教育に関する大綱

第
４
次
基
本
計
画（
第
1
次
改
定
）と
同
時
に

策
定
・
改
定
を
進
め
た
個
別
計
画

◯＝策定
◆︎＝第1次改定
◇＝第2次改定
・＝平成26年度以前に
策定・改定
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生活環境部
環境基本計画2022 第1次改定
目的・概要
「三鷹市環境基本条例」に基づき、環境基本計画を推進し、市民が健康で安全かつ

快適な生活ができ、人と自然が共生し、環境負荷の少ない持続的発展が可能なまち
の実現を目指します。
主な目標指標
光化学オキシダント濃度 0.060ppm
微小粒子状物質濃度 15μg/㎥
保存樹林・保存樹木 現状維持
市域面積に対する公園緑地等の割合 5.48％
農地面積 160ha
雨水浸透ますの設置数 75,500基
最終処分場に埋め立てるごみの量 0㎥
主な事業と取り組み内容
事業者だけでなく個人のライフスタイルの転換、省エネルギーや再生可能エネルギー

の利用拡大、環境負荷の少ない公共交通機関の整備など、持続可能な都市へとつなが
る環境施策の取り組みを、「協働で取り組む3大プロジェクト」として進めます。
◎環境活動協働推進プロジェクト

協働で取り組む体制・人財育成を進めます。
・みたか環境活動推進会議の運営
・環境学習事業の推進
・省エネルギー活動を推進する人財の育成
◎温室効果ガス排出量徹底削減プロジェクト

地球温暖化防止に向けた取り組みを行います。
・エネルギー施策の推進
・サイクルシェア事業の推進
・公共施設の資源エネルギーの有効利用
◎快適都市環境創造プロジェクト
「三鷹らしい」快適な都市空間を形成します。
・緑と水のネットワークの構築
・都市農地の保全・活用
・公共交通環境の整備

担当課：環境政策課

産業振興計画2022 第1次改定
目的・概要
「産業と生活が共生する都市」を目指し、計画目標である「価値創造都市型産業の振興

～都市再生とコミュニティ創生に向けて～」を進めます。
主な事業と取り組み内容
◎企業の立地支援

市内への新たな事業者の進出、創業環境の充実、市内企業の操業継続に向けた取り
組みなどを推進し、事業者の立地支援を行います。
◎経営基盤の強化

新技術開発、新分野への参入支援、新たな販路開拓、人財の育成、市内事業者間の
ネットワーク構築などを支援し、市内事業者の操業環境・経営環境を強化します。
◎SOHO支援の充実

SOHO事業者の集積と育成、情報関連・コンテンツ事業者の集積、コミュニティビ
ジネス・ソーシャルビジネス・NPO活動に対する支援を行います。
◎商店街の活性化（商店街振興プラン）

買物支援をはじめ、イベントなど、商店街活性化に向けた取り組みを支援します。
◎地域と産業のブランド化

市内事業者の持つ技術・商品・サービスなどを三鷹ブランドとして展開します。
◎都市型観光の推進

にぎわい創造や来訪者と市民の交流の促進によるまちの活性化を目指し、「三鷹らし
い」都市型観光の取り組みを推進します

担当課：生活経済課商工労政係

ごみ処理総合計画2022 策定
目的・概要
長期的、総合的な視点に立って、計画的なごみ処理の推進を図るた

めの基本方針となるもので、ごみの排出の抑制および発生から処分に
至るまでの、ごみの適正な処理を進めます。
主な目標指標
1人1日あたりのごみ総排出量 725g
分別リサイクル率 35%以上
総資源化率 45%以上
ごみ焼却量 31,500t以下
最終処分量 埋立ゼロを維持
主な事業と取り組み内容
◎市の広報や各種キャンペーンを通したごみの減量・分別のPR

ゴミゼロキャンペーン、ごみ減量キャンペーンや各種イベントなど
を通じて、ごみの減量・分別をPRしていきます。
◎分別の徹底による資源化の推進

リサイクルカレンダーなどでの分別の周知のほか、今後はごみ分別
アプリの導入などを行い、分別・資源化を進めます。
◎安定した中間処理の実施

資源化、「クリーンプラザふじみ」におけるエネルギー回収（熱回収）
を推進します。今後は、三鷹中央防災公園・元気創造プラザへ電力供
給を行い、ごみ焼却エネルギーを有効に活用します。

担当課：ごみ対策課

農業振興計画2022 第2次改定
目的・概要
農地の持つ多面的機能の発揮に向けた農業の持続的発展に取り組み、

農業者や市民と協働で「農のあるまちづくり」を進めます。
主な事業と取り組み内容
◎「農地の保全に向けた基本方針」の推進と農地保全手法の検討

多面的で公益的な都市農地を守り、まちづくりと連動した保全・活
用施策を進めます。
◎農産物のブランド化の支援

農産物品質と付加価値を高め、農商工の連携による6次産業化を進め、
ブランドの向上と流通の拡大を支援します。
◎援農ボランティアなどの育成と活用の支援

農業関係機関との協働により、市民を農業ボランティアとして養成
し、農産物の生産性を高めます。
◎地産地消の推進

農業者と消費者を直接つなげて、庭先販売や共同直販所を核に、市
内で生産された農産物を市民が消費するよう取り組みます。また、市
内産野菜の学校給食への活用を推進します。
◎農業公園の運営

農業公園の交流機能
の充実を進め、実習農
園などにおける野菜づ
くり講習会など農業体
験や教育の場とします。
◎市民農園などの充実

市民農園について、
市民農園（高齢者向け）
とともに充実を図りま
す。多くの市民が利用
できるよう地域的にバランスのよい配置を目指し、新たな農園の確保
に努めます。

担当課：生活経済課都市農業係

農業公園

目的・概要
高齢者、障がいのある方、子どもなど全ての市民

が地域において健康で安心して、いきいきと生活を
送ることができる「高福祉のまち」を目指します。
主な事業と取り組み内容
◎地域福祉の推進

地域ケアネットワーク推進事業や見守りネットワー
ク事業など地域の支え合い（共助）によるまちづくりを
推進するとともに、保健・医療・福祉の連携や福祉人
財の育成を進めます。
◎高齢者福祉の充実

高齢者一人ひとりが、いつまでも健康で生きがい

を持ち、住み慣れた地域で安心して生活を送ること
ができる地域社会の実現を目指します。
◎障がい者福祉の充実

障がい者の主体的な活動を保証するバリアフリー
のまちづくりを進め、障がい当事者の視点に立った
サービスを提供します。 
◎生活支援の充実

生活保護制度や生活困窮者自立支援事業並びに国
民健康保険制度の適正な運用や、制度に対する相談
などに取り組みます。
◎健康づくりの推進

一人ひとりのライフステージに応じたサービスを

提供できるよう、総合的に健康づくりを進めます。
◎子ども・子育て支援の充実

全ての子どもと子育て家庭がいきいきと安心して
生活できるよう、
地域全体で子ど
もの成長を支え
る切れ目のない
子ども・子育て
支援策を推進し
ます。

担当課：地域福祉課地域福祉係

健康福祉総合計画2022 第1次改定
健康福祉部
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都市整備部
土地利用総合計画2022 第1次改定
目的・概要
「高環境・高福祉」「豊かで質の高いまちづくり」に取り組み、市の将来
像である「緑と水の公園都市」の実現に向け、土地利用に関する施策を進
めます。
主な事業と取り組み内容
「都市整備の骨格（軸）」「都市整備の拠点（面）」「まちづくりのゾーニン
グ」の3つの視点から都市空間の整備を進めます。
◎災害に強いまちづくり
公園などのオープンスペースの確保や道路空間の防災化、建築物の不燃
化・耐震化などを促進するとともに、防災ブロック（まちづくりブロック）
の形成に取り組み、安心して暮らせるまちづくりを進めます。
◎道づくりとともに進めるまちづくり
都市計画道路など幹線道路の適切なネットワーク化を図るため、優先

順位の高い路線から整備に取り組み、交通機能や、バリアフリーのほか、
都市の骨格や居住環境など都市形成機能に配慮した整備を行います。
◎緑と水を活かしたまちづくり
都市の利便性と緑や水などの自然環境が調和した、うるおいのある快

適な都市空間の創出と景観の創造を目指したまちづくりを進めます。
◎住みよい環境をめざすまちづくり
安全で快適な生活を営める住宅市街地の形成を目指し、道づくりと一体
的に進めるまちづくりや狭あい道路の拡幅整備などを計画的に進めます。
◎産業を活かしたまちづくり
地域のまちづくりと合わせて商業の活性化を支援するとともに、既存

産業の事業継続と新たな都市型産業の誘致を図るための土地利用を設定
するほか、生産緑地地区の保全などによる都市型農業の推進などを図り
ます。
◎バリアフリーをめざすまちづくり
「バリアフリーのまちづくり基本構想2022」に基づき、新たな重点整
備地区の検討や、生活関連経路および生活関連施設の見直し・拡充など、
誰もが安全で安心して移動できる空間の整備を進めます。

担当課：都市計画課都市計画係

バリアフリーのまちづくり基本構想2022 第1次改定
目的・概要
全ての人が年齢や性別、障がい、国籍などに関わりなく、いきいきと安

心して暮らせるまちをつくるために、ハード面での整備、人々の意識など
あらゆる分野でのバリアフリー化を進めます。
主な事業と取り組み内容
◎重点整備地区での取り組み
「三鷹駅周辺地区」と「三鷹台駅・井の頭公園駅周辺地区」の2地区を引き
続き重点整備地区として位置付けます。また、旅客施設や全ての人が利用
する公共施設、公園などを生活関連施設として位置付け、その施設を相互
に結ぶ道路を生活関連経路として、地区内のバリアフリー化を推進します。
◎新たな重点整備地区の取り組み
三鷹中央防災公園・元気創造プラザ整備後に検討を進め、同施設と市

民センターを含む周辺一帯を新たな重点整備地区に位置付け、バリアフ
リー化を推進します。
◎市内全域における取り組み
市内全域におけるバ

リアフリーのまちづくり
の取り組みとして、都道
を中心とした重点整備路
線、市内の急傾斜地など
への対応を市独自の事業
として推進します。また、
心のバリアフリーに向け
た啓発事業の取り組みを
進めます。

担当課：都市計画課開発指導係

緑と水の基本計画2022 第1次改定
目的・概要
「緑と水の公園都市」を実現するため、回遊ルート整備計画などの具体的なプラ
ンを明らかにしながら、緑と水の保全・創出により発展的な展開を市民、事業者・
関係団体などとの協働により目指します。
主な事業と取り組み内容
◎公園緑地の改修・拡充整備の実施
公園における防犯性や遊具の

安全性の向上、年齢や障がいの
有無にかかわらず誰もが安心し
て利用できる公園改修を計画的
に行い、既存の公園緑地の有効
活用を図ります。
◎災害に強い公園づくりの推進
東日本大震災の体験を踏まえ、

災害時に公園緑地が果たすべき
役割・機能を再整理し、市内の
公園緑地がその機能などを十分
備えているか検証し、強化を図
ります。
◎市民緑化の推進
花壇づくりの推進などによる

市民緑化事業の充実と新たな民
有地の緑化などにより意識の啓
発を図るとともに、生物多様性
の保全にも寄与する取り組みを
進めます。
◎ルート整備の推進と緑と水の
ネットワークの形成
拠点と拠点、各地域の資源間を
結ぶルート整備を推進し、回遊性の
あるルート網の形成を目指します。ルートの整備に当たっては、歴史・文化資産な
どの地域資源とのネットワーク形成に努めます。
◎農のある風景、樹林地等の保全と活用
「三鷹市農地の保全に向けた基本方針」などの市独自の保全の方針や、国や東京
都の保全制度の活用、また、保全施策例の研究など、まちづくりや景観形成と連
動した保全・活用施策を進めます。
◎協働による公園の管理・運営・活動等の支援
「世話人」や「公園ボランティア」のさらなる活動支援などにより、公園の整備、
管理運営における市民参加の拡充を図っていきます。
◎人財の育成と持続可能な体制づくり
花と緑のまち三鷹創造協会を中心に、行政からの支援を発展させた市民相互に

よる新たな人財育成や、自主・自律的で持続可能な協働の仕組み・体制の構築を
図ります。

担当課：緑と公園課

交通総合協働計画2022 第1次改定
目的・概要
市民、事業者、行政の連携・協働による「交福（交通福祉）」という理念のもと、

誰もが安全で安心して快適に移動できる交通体系の実現を目指します。
主な事業と取り組み内容
◎みたかバスネットの推進
路線バスとコミュニティバス
の役割分担を明確にし、地域
特性に合わせたコミュニティバ
スの運行を目指すとともに、
既存ルートの見直しや乗換拠
点の整備など、利便性の向上
を図ります。
◎交通体系の多様性への対応
バス、タクシー、自転車、

歩行者など、多様な地域交通
により安全で安心して快適に
移動できる交通環境の実現と、
環境配慮などを踏まえた交通体系の実現を目指します。
◎役割分担と連携・協働
市民、事業者、行政の3者が役割分担を明確にしつつ、互いに連携・協働して総

合的な交通の取り組みを実施します。
◎交通安全対策の取り組み
自転車の安全利用の推進を最重点課題に位置付けるとともに、高齢者の交通安

全の確保、自動二輪車などの交通事故の防止、飲酒運転の根絶を重点課題とし、
総合的な交通安全事業を推進します。

担当課：道路交通課都市交通係

みたかシティバス

大沢の里

牟礼の里

急傾斜地のバリアフリー化（中原）
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教育部
教育ビジョン2022 第1次改定
目的・概要
コミュニティ・スクールを基盤とした小・中一貫教育の一層の充

実・発展を図り、「人間力」「社会力」を兼ね備えた三鷹の子どもたちを
育成するとともに、地域をつなぐ拠点となる学園・学校づくりを推進
します。
主な事業と取り組み内容
◎地域とともに、協働する教育を進めます
熟議や学校関係者評価を通して、保護者や地域の意向が学校経営に反
映される仕組みの一層の充実を図り、地域と協働する教育を進めます。
◎小・中一貫した質の高い学校教育を推進します
児童・生徒の主体的・協働的な学習の推進など、教育内容の一層の充
実を図るとともに、コミュニティ・スクールを基盤とした小・中一貫教
育の充実と発展のために、より効果的かつ持続可能なシステムの推進を
図ります。
◎学校の経営力と教員の力量を高め、特色ある学園・学校づくりを進め
ます
学園長、校長の学校内外に対する総合的なマネジメント能力を高め、
コミュニティ・スクール委員会と協働し、自律的な学園・学校経営を
推進します。
◎安全で快適な、充実した教育環境を整えます
子どもたちの安全・安心を確保するとともに、施設の長寿命化改修

工事の計画的な実施、ICTを活用し
た教育などを充実します。
◎地域をつなぐ拠点となる学校をつ
くります
学校を核とした地域づくりの拠点
となる学校への支援を推進し、地域
をつなぐ「スクール・コミュニティ」
の創造を目指します。

担当課：指導課

生涯学習プラン2022 第1次改定
目的・概要
「ともに学び、学びを活かし、学びの成果や絆が地域に受け継がれて
いく心豊かな社会をつくる」ことを基本目標とし、「学びの循環」や人と
のつながりを創出することにより、地域全体が発展し、将来に受け継が
れていく社会の実現を目指します。
主な事業と取り組み内容
◎三鷹中央防災公園・元気創造プラザの整備
三鷹中央防災公園・元気創造プラザに新しい生涯学習の場として、生
涯学習センターと総合スポーツセンターを整備し、さまざまな学習の機
会や場を提供します。
◎「図書館基本運営方針（仮称）」の策定と推進
市民ニーズおよび社会の要請に対応し、図書館サービスの向上を図る
ため、図書館が果たすべき機能と役割、運営の方向性を明確にする方針
を平成29年度に策定します。
◎「三鷹市スポーツ推進計画2022」の推進
新たな健康・スポー

ツの拠点施設の整備を
踏まえ、「三鷹市スポー
ツ推進計画2022」に基
づき、三鷹市のスポー
ツ施策を総合的・計画
的に進めます。
◎「三鷹型エコミュージ
アム事業」の推進
大沢の里水車経営農

家をはじめとする大沢
地区の地域文化財など
によるエコミュージア
ムのモデル事業を推進
するとともに、全市的
な展開に向けた検討を
進めます。
◎大沢二丁目古民家
（仮称）の整備
体験学習や民具・年

中行事の展示など、地
域文化財や地域観光の
情報発信の拠点として
整備し、平成30年秋の公開を目指します。

担当課：生涯学習課

教育支援プラン2022 第1次改定
目的・概要
障がいのある子もない子も学校・家庭・地域の力を得て次代を担う人として心豊か

に育っていくことを支援するために、教育支援を推進します。
0歳から18歳までの子どもを対象とし、一人ひとりのニーズに応える教育支援を通
して、次に挙げる力を育成していきます。
・自分の学習方法や生活スタイルの特徴を知り、自分に合った学習方法で学ぶことが
できる力

・社会生活を円滑に送るためのスキルや考え方および行動や感情のコントロールの方
法を工夫できる力

・自立に向けて、社会参加ができる力
・周囲の支援を受け入れることができる力
主な事業と取り組み内容
◎一人ひとりの教育的ニーズに的確に応える教育支援（子どもへの教育支援）
誰にでもわかりやすく、やさしい授業を目指し、合理的配慮に基づく、子どもの特

性に応じた学び方を保障するため、指導や支援の基礎・基本を全ての教員が身につけ
るよう育成します。
◎コミュニティ・スクールを基盤とした小・中一貫教育の特長を活かした教育支援
（学校での教育支援の体制）
校内通級教室の導入を踏まえ、教育支援学級のセンター的機能を活かしつつ、特別

支援教室の制度を基本としながら、拠点校および巡回校の整備や指導体制などの整備
を進めます。
◎連携して取り組む教育支援（連携した教育支援）
総合教育相談室の各種相談、支援事業をさらに充実させ、子ども発達支援センター

と連携しながら、発育・発達に関する専門的な支援を行います。保護者と幼稚園・保
育園および学校と福祉・保健・医療などの機関が連携した教育支援を進めます。

担当課：学務課

みたか子ども読書プラン2022 第1次改定
目的・概要
読書に親しむ環境の整備を推進し、子どもたちの自主的な読書活動を支援します。
前期における取り組みの成果と検証を踏まえ、読書や図書館の利用に関してさまざ

まな困難のある子どもたちにも届くサービスを目指します。
主な目標指標
・0歳～18歳対象図書資料 240,000点の収蔵
・0歳～18歳の利用者の貸出冊数 350,000冊
・本を読む小・中学生の割合 100％
主な事業と取り組み内容
◎すべての子どもに届けるという視点を重視した施策の展開
コミュニティセンター図書室との連携や、移動図書館巡回ステーションの配置を見

直すなど、図書館サービス網の再編を図ります。
学校図書館など関連部署と連携して読書環境の拡充を進めます。
◎市民の参加と協働による読書活動の支援の充実
子どもの読書活動に関わる人財の育成や
情報提供など読書活動の支援を充実しま
す。また、図書館サポーターやボランティ
ア団体と協働の読書活動を推進します。
◎乳児からヤングアダルト世代に対し、
成長の段階に応じた切れ目のない読書
活動を支援
成長に応じて読書の楽しみを広げてい

けるよう、施策を体系化し、学校や地域、
家庭が連携して取り組むための仕組みづ
くりを進めます。

担当課：図書館

読み聞かせ風景

特別支援学校

９
年
間
を
見
通
し
た
指
導
と
支
援

副
籍
交
流
事
業

スクールソーシャルワーカー
学習指導員

スクールカウンセラー

教育支援
ボランティア 巡回発達相談員

教育支援学級（固定制・通級制）のセンター的機能
教育支援コーディネーターの各校複数指名

小学校小学校

中学校

市
民
学
習
活
動

生
涯
学
習
の
機
会
と
場

学
び
の
循
環

学
習
の
成
果
を
地
域
に
活
か
す

市
民
市
民
参
加
と
協
働

コミュニティの創生

ともに学び、
学びを活かし、
学びの成果や絆が
地域に受け継がれていく
心豊かな社会

いつでも、どこでも、
だれでも、
そしていつまでも

小・中一貫教育校による教育支援

「学びの循環」 関係図

市立小・中学校で行われている乗入授業
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●認可保育園と認証保育園の利用差額を認証保育園
に子どもを通わせる家庭へ助成してほしい。

➡在宅子育て支援や幼稚園、民間保育園利用者などへ
の公平性を保つことを優先して検討していくことと
します。

●学校給食に用いる食材は市内産であるかどうかで
はなく、農薬の不使用、放射能の非検出など、安心
ではなく安全を基準に選定してほしい。

➡「学校給食の充実と効率的な運営」の中で、安全で
おいしい学校給食の充実を図っています。学校給食
に用いる食材については、食材の登録制など安全で
良質な食材の使用を推進しており、また、全校定期的
に放射性物質検査を実施し、結果については、市のホー
ムページや広報みたかによる公表を行っております。
今後も引き続き、安全でおいしい学校給食の充実を
図ります。

●乳幼児向け図書館サービスが平日に集中している
ため、共働き家庭のために週末開催も実施してほ
しい。

➡「乳幼児向けサービスの充実」の中で、週末イベント
の開催も含めた、各種サービスの充実を図ります。

●体育館のトレーニング設備の充実や仕事帰りなど
でも利用できる時間帯に事業を実施してほしい。

➡「『スポーツ推進計画2022』の推進」として定めてい
る、同個別計画内の「スポーツ施設の整備と充実」の中
で、体育館などのスポーツ施設について、利用ニーズ
に合わせた施設開放、運用方法の改善を図ります。

第4次基本計画第1次改定素案に対していただ
いた全てのご意見とそれに対する市の考え方など
は、相談・情報センター（市役所2階）、市政窓口、
市民協働センター、図書館で閲覧できるほか、市
ホームページ「パブリックコメント」で閲覧できま
す。

パブリックコメント 市の重要な政策を策定す
る際に、原案を公表して広く市民のみなさんか

ら意見を求め、いただいた意見を考慮しながら政策を
決定すること。

平
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２
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三
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計
画
改
定
等
の
将
来
課
題
に
関
す
る
研
究

会
」で
の
検
討

	

三
鷹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大
学
の「
三
鷹
ま
ち
づ
く
り
総
合

研
究
所
」に
、「
持
続
可
能
な
都
市
経
営
と
基
本
計
画

改
定
等
の
将
来
課
題
に
関
す
る
研
究
会
」を
設
置
し
、

検
討
内
容
を
報
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書
に
ま
と
め
ま
し
た
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点
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市
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比
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し
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や
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み
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り
や
す
く
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ま
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つ
の
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済
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、
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５
年
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で
の
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口
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計
を
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期
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測
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を
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て
い
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す
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各
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第
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施
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「
第
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基
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計
画
第
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改
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る
基
本
方
針
・
施
策
論
点
集
」の
作
成

	

改
定
に
向
け
た
考
え
方
や
基
本
方
針
を
ま
と
め
、
個
別
計
画
を
含
め
た
検
討
資
料

と
し
て
公
表
し
ま
し
た（
平
成
27
年
６
月
三
鷹
市
議
会
報
告
）。

○
６
～
９
月	

各
市
民
会
議
・
審
議
会
な
ど
に
対
す
る
意
見
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○
７
月	

広
報
み
た
か（
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月
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日
発
行
号
）で
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「
基
本
方
針
・
施
策
論
点
集
」の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
、
掲
載
し
ま
し
た
。

骨格案に係る市民参加の取り組み
市民のみなさんのご意見などをいただく機会として、広報みたか特集号骨格案アンケート、まち

づくり懇談会、まちづくりひろば、さんポキ、みたかまちづくりディスカッション、個別の市民会
議・審議会などに対する意見聴取を実施し、延べ7,666人から1,670件の意見をいただきました。
市はこれらの取り組みで出された意見や提案を基本計画や個別計画の素案などへ反映するよう努
めました。  ※15面第2ステップ❶〜❺と併せてご覧ください。

❸広報みたか特集号骨格案アンケート
実施期間：平成27年10月9日㈮〜11月2日㈪
提 出 者：2,925人
意 見 数：1,211件
「広報みたか第4次基本計画第1次改定骨格案
特集号」を発行（平成27年10月11日）し、同計画
および各個別計画の骨格案の概要を掲載しまし
た。併せて、アンケートはがきを配布しました。

❶まちづくりひろば
日 程：平成27年7月18日㈯〜11月15日㈰
会 場：各イベント会場
参加者：4,009人
市内のイベント会場で基本計画に関するパネル
展示と市職員による概要の説明を行い、計画に掲
載予定の施策や地域課題について共感したり重要
だと思うテーマに、来場者によるシール投票を行
いました。

❷さんポキ
日 程：平成27年9月26日㈯〜10月25日㈰
会 場：市内ほか
参加者：527人
投稿数：18,822件
無料のスマートフォンアプ

リ「さんポキ（写真）」では、三鷹
の魅力的だと思う場所やモノ
の写真やコメントを投稿して
もらい、利用者間で共有しまし
た。また、投稿された写真につ
いては、「みたかまちづくりデ
ィスカッション」の参加者への
基礎資料として掲示しました。

❹まちづくり懇談会
日 程：平成27年10月3日㈯

〜11月14日㈯
会 場：7つのコミュニティセンター
参加者：122人
意見数：262件
懇談会では、基本計画の概要や、都市空
間整備の方向性について、説明を行いま
した。また、少人数のグループに分かれ、
地域のみなさん同士で「話そう 地域の未
来」をテーマにワークショップ形式による
話し合いを行い、最後に各グループで出た
意見を発表するなど、まちづくりに関する
議論を行いました。

❺みたかまちづくりディスカッション
日 程：平成27年10月31日㈯・

平成27年11月1日㈰
会 場：三鷹市公会堂さんさん館
参加者：83人
意見数：197件
無作為抽出の市民による討議会「みた

かまちづくりディスカッション」は、平成
18年に全国の自治体で初めて三鷹市で開
催して以来、7回目の開催となりました。
今回は、住民基本台帳から1,800人を無
作為抽出し、103人の方から参加の承諾
をいただきました。
当日は、3テーマ（「新川防災公園・多

機能複合施設（仮称）を拠点とした地域の
元気を創造するまちづくり」「活力と魅力
のあるまちづくり」「これからの地域福祉
と、人と人が支えあうまちづくり」）で15
グループに分かれ、2日間で4回の熱心な
話し合いが行われました。

第
４
次
基
本
計
画（
第
１
次
改
定
）の
経
緯

同
計
画
改
定
の
取
り
組
み
は
平
成
25
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
多
様
な
市
民
参
加
の

機
会
を
設
け
て
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
反
映
し
て
き
た
経
過
を
含
め
、
計
画
確
定

に
至
る
ま
で
の
取
り
組
み
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

～
27
年
３
月

●は、主なご意見 ➡は、市の考え方

三鷹まちづくり総合研究所
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●子育て世代に対する予算配分を大きくしてほしい。
➡︎重点プロジェクトの1つとして「子ども・子育て支
援」プロジェクトを位置付けています。施策の重点化
を図りつつ、みなさんからお預かりした貴重な限ら
れた財源を有効に活用し、将来にわたって効果的な
取り組みとなるよう、市民ニーズに合った事業の優
先順位を定め、魅力ある施策を進めていきます。

●地球温暖化対策の強化を最重点プロジェクトに追
加してほしい。

➡重点プロジェクトの1つである「サステナブル都
市」プロジェクトでは、「環境保全」「緑・農地の保全」

「経済発展」「社会・文化」「交通・エネルギー」の5つ
の視点を統合的に包含し活力ある地域となるような
施策展開を目指しています。地球温暖化対策に向け
た省エネルギー対策や再生可能エネルギーの利用拡
大など、環境面にも配慮した施策を進めていきます。

●新川防災公園・多機能複合施設は、整備に税金を
たくさん使い、ランニングコストもかかるため中
止してほしい。

➡三鷹中央防災公園・元気創造プラザの整備につい
ては、耐震性に課題のある老朽化した施設の安全性
を確保するため、都市再生プロジェクトの中核的事
業として取り組んでいます。事業の推進に当たって
は、開館時間の拡大や質の高いサービスの提供によ
り、時間・面積当たりのコスト削減を図るなど、効率
的な運営に努めていきます。

●災害への対策と国際化について、震災経験都市を
参考に、現行の施策や事業の体系を再評価してほ
しい。

➡「第1部-第1 国際化の推進」および「第3部-第4 災害
に強いまちづくりの推進」の施策や事業の体系につい
ては、「計画改定の背景と施策の方向」に記載の「東日
本大震災以降の危機管理意識の高まりと広がり」など
7つの背景を踏まえ、三鷹市地域防災計画などと連携
を図り定めています。

●三鷹の農業の安全性向上を図るため、慣行農業か
ら有機農業、自然農への転換を図ってほしい。

➡「第2部-第2 都市型農業の育成」の体系である「魅力
ある都市農業の育成」の中で、環境保全型農業の推進
として、有機肥料や低農薬農業の支援を記載してい
ます。

●三鷹駅前南口中央通り東地区再開発の事業化に向
けて、回遊性やにぎわい創出していくための多世
代向けのイベント広場として活用するために、市
民意見を聞く場を設けてほしい。整備に当たって
は、商業発展や緑と水の公園都市の視点を入れて
整備してほしい。

➡三鷹駅南口中央通り東地区では、第一種市街地再開
発事業に向けて、市も地権者として協議会に参加し、
合意形成および施設計画の検討を進めています。今
後、権利関係者の合意形成などが進み、都市計画等を
定める際に、市ホームページなどでお知らせするとと
もに広くご意見を伺っていきます。

●井口特設グラウンドは、野球・サッカーなどがで
きる場であり災害時の一時避難所でもあるので売
却しないでほしい。

➡井口特設グラウンドは、総合スポーツセンター（仮
称）の建設用地として確保し、事業開始までの間、暫
定的にグラウンドとして利用していただきました。三
鷹中央防災公園・元気創造プラザ事業を推進してい
ることや、市所有資産の売却を進めるべきとの声もあ
ることから売却する方針としています。売却に当たっ
ては、周辺環境との調和などを十分考慮し、利用者、
近隣のみなさんのさまざまな意見も伺いながら進め
ていきます。なお、大沢野川グラウンドとして活用し
ている野川大沢調節池が、東京都の貯留量増強工事に
よりおおむね5年にわたり利用ができなくなることか
ら、市内のスポーツ施設の状況を考慮し、井口特設グ
ラウンドの売却時期を計画後期に変更します。

●東京外かく環状道路は環境破壊につながるので中
止し、福祉に税金を使ってほしい。

➡外環道路は交通渋滞の緩和および大気汚染など環
境改善を図るための広域的な交通ネットワークを形
成する道路として必要な環状道路です。今後も事業
の各段階において、地元住民の方々の意見を聞きな
がら進めることや、適切な環境整備や環境対策が図
られるよう国などに求めていきます。

●高齢者がより安心、安全に活動できるように商店
街や歩道、神田川沿いにちょっとしたベンチを設
置してほしい。

➡「ベンチのあるみちづくりの推進」の中で、ひと休み
できる場として、歩道や沿道にベンチ（愛称名：ほっ

とベンチ）を設置しています。本事業は、事業の趣旨に
賛同してくれる方の温かい寄付により実施しています
ので、今後も事業のPRに努めていきます。

●地域での活動の場や高齢者・障がい者の住まい、
オリンピック・パラリンピックを見据えた民泊へ
の対応など、地域課題を解決するための総合的な
空き家の対策・対応を進めてほしい。

➡「空き家対策の推進」の中で、適切に管理されていな
い空き家については、周辺の住環境に影響を及ぼす防
犯、防災、衛生面に対し、市内外の関係機関との連携
や所有者などによる自主的な対応を促す取り組みを進
めます。また、空き家を活用した手法については、事
業実施の課題などを整理し研究していきます。

●コミュニティバスの路線を見直してほしい。
➡「都市再生と連携したみたかバスネットの推進」の
中で、「コミュニティバス事業基本方針」に基づき、
路線バスと補完交通としてのコミュニティバスの役
割分担を踏まえ、交通不便地域の改善などの地域特
性に合わせたコミュニティバスの運行に向けて、バ
スルートの見直しなどを進めます。

●温暖化対策や省エネ創エネ啓発活動に取り組む市
民活動との連携や活動支援をしてほしい。

➡「第4部-第1 環境保全の推進」の「推進体制の整備」の
中で、「市民・事業者・NPO等との連携の強化」を記
載していますので、引き続き推進していきます。

●資源循環型ごみ処理の推進として余熱を利用した
エネルギー回収を推進してほしい。

➡「第4部-第2 資源循環型ごみ処理の推進」の主要事
業として、クリーンプラザふじみの安定的な運営に
おける、ごみ焼却の際に発生する熱を利用したエネ
ルギー回収の推進を記載しています。今後、三鷹中央
防災公園・元気創造プラザにおいて、ごみ焼却の際
に発生する熱を利用した電気と温水の利用をしてい
きます。

●介護認定に関係なく年齢だけでも入所できる介護
施設を作ってほしい。

➡介護施設は要介護認定のある方を対象としており、
制度上、年齢だけでの入居は困難ですが、高齢者が地
域で安心して暮らし続けられるよう、多様な住まい
の誘導・促進について取り組んでいきます。

第4次基本計画第1次改定（素案）に対するパブリックコメントの結果をお知らせします
1月12日から2月1日にかけて実施した素案に対するパブリックコメントでは、10人の方々から46件のご意見をいただきました。主なご意見と

それに対する市の考え方は以下のとおりです。

第
２
ス
テ
ッ
プ

骨
格
案
に
よ
る
市
民
参
加

	

「
第
４
次
基
本
計
画
第
１
次
改
定（
骨
格
案
）」

	

施
策
論
点
集
に
つ
い
て
の
意
見
募
集
な
ど
で
寄
せ
ら
れ

た
ご
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、
施
策
の
体
系
、
重
点
事
業

の
選
択
、
各
章
の
基
本
的
考
え
方
、
主
要
事
業
を
示
し

た
同
計
画
の
骨
格
案
を
公
表
し
ま
し
た（
平
成
27
年
９

月
三
鷹
市
議
会
報
告
）。

○
７
～
11
月	
ま
ち
づ
く
り
ひ
ろ
ば
の
実
施
…
14
面
❶

	
市
の
政
策
に
つ
い
て
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
て
シ
ー
ル
投

票
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
９
月	

広
報
み
た
か（
９
月
20
日
発
行
号
）で
の
お
知
ら
せ

	

市
民
参
加
の
取
り
組
み
の
概
要
を
掲
載
し
ま
し
た
。

○
９
・
10
月	

さ
ん
ポ
キ
の
実
施
…
14
面
❷

	

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ「
さ
ん
ポ
キ
」を
使
っ
て
、
市

の
魅
力
を
募
集
し
ま
し
た
。

○
10
月	

広
報
み
た
か
特
集
号（
10
月
11
日
発
行
号
）の
発
行
お
よ

び
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
…
14
面
❸

	

骨
格
案
に
関
す
る
特
集
号
を
発
行
す
る
と
と
も
に
、
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
10
・
11
月	

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の
実
施
…
14
面
❹

	

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
、
市
の
今
後
８
年
間

の
方
向
性
を
視
野
に
入
れ
た
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

○
10
・
11
月	

み
た
か
ま
ち
づ
く
り
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の

	

実
施
…
14
面
❺

	

無
作
為
抽
出
の
市
民
に
よ
る
市
民
討
議
会
形
式
の「
み

た
か
ま
ち
づ
く
り
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」を
実
施
し
ま

し
た
。

○
11
月	

み
た
か
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大
学
に
よ
る
関
連
講
座
の

	

実
施

	

専
門
家
と
受
講
者
と
の
情
報
共
有
を
図
る
た
め
、
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。

第
３
ス
テ
ッ
プ

素
案
に
よ
る
市
民
参
加

	

「
第
４
次
基
本
計
画
第
１
次
改
定（
素
案
）」

	

骨
格
案
へ
の
意
見
を
踏
ま
え
た
全
文
が
掲
載
さ
れ
た
素
案
を
公
表
し
ま
し
た（
平

成
27
年
12
月
三
鷹
市
議
会
報
告
）。

○
12
月	

広
報
み
た
か（
１
月
17
日
発
行
号
）で
の
お
知
ら
せ

	

骨
格
案
に
寄
せ
ら
せ
た
主
な
意
見
を
掲
載
し
ま
し
た
。

○
平
成
28
年	

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

	

平
成
28
年
１
月
12
日
か
ら
２
月
１
日
ま
で
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
3
月	

み
た
か
ま
ち
づ
く
り
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
報
告
書
の

	

提
出

平
成
28
年
３
月
「
第
４
次
基
本
計
画（
第
１
次
改
定
）」確
定

みたかまちづくりディスカッション まちづくり懇談会 まちづくりひろば

１
・
２
月

実行委員長から市長へ報告書の提出



16広報みたか 号 外 2016.4.24

２
０
１
０

２
０
１
５

２
０
２
０

２
０
２
５

２
０
３
０

２
０
３
５

２
０
４
０

２
０
４
５

２
０
５
０

２
０
５
５

２
０
６
０

推計値

186,083

（人）

（年） ２
０
１
０

２
０
１
５

２
０
２
０

２
０
２
５

２
０
３
０

２
０
３
５

２
０
４
０

２
０
４
５

２
０
５
０

２
０
５
５

２
０
６
０

推計値

（年）

191,839

166,055

173,975

185,451

192,306
194,248

（％）

老年人口

生産年齢
人口

年少人口160,000

170,000

180,000

190,000

200,000

0

20

40

60

80

100
194,276

194,954194,954

189,350189,350

180,450

平成26年6月に改正された「地方教育行政の組
織及び運営に関する法律」において、地方自治体
の長がその地域の実情に応じた教育、学術、文化
の振興に関する総合的な施策の大綱を定めること
となりました。市では「三鷹市総合教育会議」での
協議を経て、基本計画と連動する形で第Ⅳ編とし
て策定しました。今後も、市長と教育委員会が協
議や連携を行い
ながら、いきい
きと子どもが輝
く教育を目指し
ます。

位置付け……まち・ひと・しごと創生法第10条に基づき策定するもので、「三鷹市人口ビジョン」や「第4次基本計画（第1次改定）」を踏まえ、基本目標や具体的な施策
などをまとめています。

対象期間……平成27（2015）年度から平成31（2019）年度まで

◆具体的な施策 妊娠・出産・育児に関する支援の推進／子育て支援の充実／魅力ある教育の推進
◆主な重要業績評価指標（KPI）

◆主な事業 ワーク・ライフ・バランスの実現に向けた啓発事業などの実施／妊娠期からの切れ目
のない支援の推進／多世代交流拠点、中高生の居場所としての児童館機能の強化

◆具体的な施策 コミュニティ創生に向けた事業展開／高齢者・子どもに関する施策の充実
◆主な重要業績評価指標（KPI）

◆主な事業 地域ケアネットワーク推進事業の充実と発展／多世代交流の拠点としてのコミュニティ
センターの活性化支援／生きがい活動の支援・充実

三鷹市の教育に関する大綱を策定しました
背景・趣旨
「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」
に基づき、コミュニティ・スクールなどの協働の
取り組みの実績を基盤として、教育、学術、文
化の振興に関する総合的な施策を推進するため
の方針として、「三鷹市の教育に関する大綱」を
定めました。

位置付け
教育大綱の「基本理念」は、基本構想や自治基本
条例の理念、関連する個別計画などを踏まえて
定めることとします。また、教育、学術、文化
の振興に関する施策を総合的に示している、基
本計画の第Ⅴ編第6部、第7部の「施策の柱」と「基
本的な考え方」を、教育大綱の「基本目標」と「施
策の方向」に位置付けることとします。

三鷹市まち・ひと・しごと創生「人口ビジョン」「総合戦略」を策定しました
国は急速な少子高齢化に対応し、将来にわたって活力ある社会を維持していくた

め、「まち・ひと・しごと創生法」を制定しました。市では「三鷹市まち・ひと・し
ごと創生総合戦略」の策定に当たり、基本計画を踏まえて基本目標などを設定する
ために、基本計画と連動する形で第Ⅲ編として策定しました。
目標の達成に向けた施策は、基本計画の関連事業を再編するとともに、「まちづく
り指標」の中期目標値などを重要業績評価指標（KPI※）として設定しています。
また、平成26年度に実施した将来人口の推計をベースに、分析と展望を示した「三
鷹市人口ビジョン」も策定しています。
※KPI（Key Performance Indicators）=施策ごとの進捗状況を検証するために設定する指標。

まち・ひと・しごと創生総合戦略

◆具体的な施策
都市型産業の育成
商業環境の整備・都市型観光の推進
都市型農業の育成
都市空間の整備
協働のまちづくり、地域間連携の推進
◆主な重要業績評価指標（KPI）

◆主な事業 SOHOの起業・継続支援の拡充およびICT産業の
育成／外国人観光客の回遊性の向上／市内産野菜
の活用／三鷹中央防災公園・元気創造プラザ整備
事業の推進／姉妹友好市町村との交流の推進

指 標 実績値（平成26年度） 目標値（平成31年度）
合計特殊出生率 1.16人 増加
保育園待機児童数 209人※ 0人

学童保育所待機児童数 66人※ 0人

指 標 実績値（平成26年度） 目標値（平成31年度）
コミュニティセンター、地区公会堂の利用者数 877,236人 900,000人
高齢者社会活動マッチング推進事業の会員数 2,554人 3,000人

指 標 実績値 目標値

従業者数（事業所単位） 57,640人
（平成24年度※）

60,000人
（平成30年度※）

観光案内所訪問者数 28,265人
（平成26年度）

30,000人
（平成31年度）

※は経済産業省「経済センサス」の調査年度に合わせた年次設定
としています。

「しごと」と「ひと」の好循環、
それを支える「まち」の活性化

「まち」
地域（中山間地域、地方都市、大都市圏等）の

特性に即した課題の解決

「ひと」
有用な人材確保・育成
結婚・出産・子育てへの
切れ目ない支援

「まち・ひと・しごと創生法」イメージ図

人口ビジョンとは？
総人口の推計 年齢3区分人口比率の推計

データ出典：国立社会保障・人口問題研究所 ＊全国の移動率が一定程度縮小すると仮定して推計（国勢調査に基づく）

三鷹市における人口の現状を分析し、人口に関する市民の認識を
共有し、今後目指すべき将来の方向性と人口の将来展望を提示する
ものです（将来推計は、右図参照）。
◆目指すべき将来の方向
◇生産年齢人口および将来的な年少人口の減少に対応し、安定した
人口構成を目指します。

◇地域交流・多世代交流により、核家族化や高齢者の単身世帯の増
加などに対応します。

◇まちの魅力を高め、訪れたい、働きたい、住み続けたいと望む人
を増やします。

基本目標１ 子どもたちの健やかな育ちの支援やワーク・ライフ・バランスの実現による、
「親の妊娠期から出産・子育て期の希望を叶えるまちづくり」 基本目標3 民学産公の協働を通じた地域の活性化による、

「持続可能な都市の実現」

基本目標2 コミュニティの創生による、
「市民がともに支え合い、健康で心ゆたかに生活できるまちづくり」

※は平成27年4月1日時点の人数です。

対象期間
平成27（2015）年度から平成34（2022）年度ま

で（必要に応じて見直しを行います）。

基本理念
◇全ての子どもの人権の尊重
◇地域の多様な主体の参加と協働による教育・子
ども子育て支援

◇「人間力」と「社会力」を兼ね備えた子どもの育成
◇市民誰もが、生涯にわたって学び、活動することを
通して、心豊かな人生をおくるための、生涯学習・
文化のまちの実現
家庭教育、学校教育、生涯学習（社会教育を含む）、
スポーツ、文化に関する施策の連携によって、多
世代の市民が楽しく学び、地域活動などにも関わ
る「参加と協働のまちづくり」を推進していきます。

「しごと」
「雇用の質・量」の確保・向上
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